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平成３１年度和束町予算特別委員会 

 

○議長（岡田 勇君） 

 皆さん、おはようございます。本日は、予算特別委員会にご参集いただき、ご苦労

さまです。 

 初めての予算特別委員会でありますので、委員会条例第９条の規定により、年長の

竹内きみ代委員に臨時委員長をお願いいたします。委員長と交代します。 

○臨時委員長（竹内きみ代君） 

 年長のゆえをもちまして、私が臨時委員長の職務を行います。 

 ご協力をお願いいたします。 

 ただいまから、予算特別委員会を開会いたします。 

 また、畑武志委員から遅刻の届けが出ています。 

 また、本日、公共交通の視察で、国土交通省の方が来庁されますので、地域力推進

課長が午前中欠席となります。 

 よろしくお願いいたします。 

 これより、予算特別委員長の選挙を行います。 

 委員長の選挙は、指名推選の方法により行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、委員長の選挙は、指名推選の方法で行います。 

 指名は、私から指名したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認め、吉田哲也委員を委員長に指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 
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 したがいまして、吉田哲也委員が委員長に当選されましたので、この場から告知い

たします。 

 ただいまから委員長に当選されました吉田哲也委員に委員長就任のご挨拶をお願い

いたします。 

○１番（吉田哲也君） 

 予算特別委員会委員長就任に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 ただいま、皆様方からご推進賜りまして、予算特別委員長という大役をお受けする

こととなりました。何分、経験不足でございますが、皆様方のご協力を得まして、一

生懸命努めてまいりたいと思っていますので、よろしくお願いいたします。 

 さて、平成３１年度の予算につきましては、先日新聞報道にもございましたが、新

規事業は盛り込まれて、前年度比４.９％増額の予算となっております。委員の皆様

方には、この１年間の事業内容について、住民の立場に、目線に立ち、活発な質疑を

行っていただきたいと思っています。 

 また、町長はじめ、職員の皆様方にも明快な答弁をよろしくお願いいたします。 

 ２日間、スムーズな審議になりますようお願い申し上げまして、就任の挨拶とさせ

ていただきます。 

 よろしくお願いします。 

○臨時委員長（竹内きみ代君） 

 委員長と交代いたします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 それでは、副委員長の選挙を行います。 

 副委員長の選挙は、指名推選の方法により、私から指名したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認め、副委員長に竹内きみ代委員を指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ありませんか。 
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 異議なしと認めます。 

 したがって、竹内きみ代委員が副委員長に当選されました。 

 竹内きみ代委員にこの旨、告知いたします。 

 これより議事に入ります。 

 本委員会に付託された議案第２号から議案第８号まで、平成３１年度和束町一般会

計予算及び和束町各特別会計予算を一括議題といたします。 

 提案理由については施政方針を本会議で述べられましたので、副町長及び担当課長

から議案についての説明を求めます。 

 なお、説明に当たっては、議案書は款のみの数字にとどめ、事項別明細書について

は、新規事業や特に重要なもののみとし、簡単明瞭に願います。 

 それでは、副町長から順次説明をお願いいたします。 

 副町長。 

○副町長（奥田 右君） 

 皆さん、おはようございます。 

 よろしくお願いします。 

 それでは、私のほうから、平成３１年度当初予算の概要と主要事項説明書によりま

して若干説明させていただきたいと思います。 

 資料Ｎｏ.２のほうをよろしくお願いいたします。 

 それでは１ページを開けていただきまして、会計別予算の総括について説明させて

いただきたいと思います。単位は千円、また、パーセントとなっております。 

 会計区分とあと３１年度の予算額、比較増減額、増減率と、この順に説明させてい

ただきたいと思います。 

 まず、一般会計ですけれども、３２億３,４２０万円、１億５,２２０万円の増とい

うことで、４.９％の伸びとなっております。 

 これにつきましては、委員会でも説明しておりましたけれども、主なものとしまし
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ては、別所区の地すべりの災害復旧事業で６,６５０万円、また、給食センターの空

調関係の改修事業で３,５７３万８,０００円。小学校のトイレ改修工事で３,２０８

万３,０００円。また、お茶の駅構想プロジェクト事業で２,０００万円ということで、

主なものにつきましては、こういった内容となっております。 

 次に、特別会計ですけれども、２０億３,９０５万、７,０７０万円、３.６％の全

体的な伸びとなっております。 

 その中で、国民健康保険の特別会計です、７億９,２１０万円、２,５００万円、３.

３％の伸びと。その中で事業勘定のほうですけれども、６億８,７６０万円、２,５５

０万円の伸びとなっております。 

 これにつきましては、一般被保険者の療養給付費の来年度の２,２０２万４,０００

円の増が主な内容となっております。 

 次に、簡易水道事業の特別会計でございます。３億１,１９０万円、２,３６０万円、

８.２％の伸びとなっております。 

 これにつきましては、中央浄水場の機械の設備更新、あと中部の城山浄水場の緊急

の遮断弁の設置、また電気計装類の設備工事が主な内容となっております。 

 その下の下水道事業の特別会計ですけれども、２億５,１５０万円、２,９００万円

の増ということで、１３％の伸びとなっております。 

 これにつきましては、全窒素また全リンという自動測定器の更新事業が１,６２７

万円の工事となっております。あとマンホールポンプの関係の工事で、約８００万円

が入っております。これが主な内容となっております。 

 次に介護保険の特別会計ですけれども、全体で６億９５０万円、マイナスの９８０

万円、マイナスの１.６％となっております。 

 これにつきまして、主な内容につきましては、介護保険の事業勘定のほうで６億７

０万円、マイナスの１,０６０万円、マイナス１.７％ということで、介護予防のサー

ビス給付事業の対年度比の減でございます。マイナスの９４６万円の減となっており
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ます。これが主な内容になっております。 

 最後に、後期高齢者の医療特別会計ですけれども、６,９００万円の予算となって

おります。３００万円の増ということで、４.５％の伸びとなっております。 

 これにつきましては、後期高齢者の医療の広域連合の給付費の増が主な内容となっ

ております。 

 一般会計、特別会計含めまして５２億７,３２５万円、３０年度が５０億５,０３５

万円、比較増減で２億２,２９０万円の増となっておりまして、全体で４.４％の伸び

となっております。 

 次に、２ページをごらんいただきたいと思います。 

 一般会計の予算の歳入・歳出の内訳でございます。 

 まず、歳入の方です。 

 主なものとあと、今年の３１年の特徴の部分だけを説明させていただきたいと思い

ます。 

 まず、１款の町税でございます。３億７,８４５万９,０００円、増減で言いますと

８９６万円、２.４％の伸びとなっております。 

 これにつきましては、法人とあと固定資産税のお茶工場の関係で償却資産の伸びが

主な内容となっております。 

 次に、２款の地方譲与税でございます。２,９６０万３,０００円、２２６万４,０

００円、８.３％の伸びとなっております。 

 これにつきましては、地方税法の改正がございます。この中に森林の関係の森林譲

与税が含まれております。それの関係で、今回２２６万４,０００円の伸びとなって

おります。 

 次に、８款の自動車取得税交付金でございます。５２９万３,０００円、マイナス

の５６７万１,０００円、マイナス５１.７％の減となっております。 

 これにつきましては、これは税法の改正で自動車取得税が９月末をもって終わりま
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す。その関係で６か月分の予算を計上させていただいております。 

 その下の９款の環境性能割交付金、これが新たに今回創設されております。２４１

万２,０００円が今回６か月分、１０月から３月分の半年分がこれにかわるというこ

とでご理解いただきたいと思います。 

 あと、１０款地方特例交付金でございます。６５８万８,０００円、６１０万９,０

００円の増となっております。 

 これにつきましては、１０月から児童教育費の無償化が始まります。それに伴いま

して、地方の特例交付金として、ここに４３７万７,０００円が増額されます。その

関係の増と、あと環境性能割交付金のここで１％税法の改正、１０月から消費税の関

係がございまして１％と減になっておりますので、ここで１７８万円が増額されます

ので、全体で６１０万９,０００円の増となっております。 

 あと、１１款の地方交付税ですけれども、ほぼ変わらないということで、伸びとし

ては０.１％の伸びとなっております。ただ、地方交付税が若干伸びておりますので、

臨時体制対策債が３１年度は減ってくるという関係のバランスがございます。  

 あと、１５款の国庫支出金ですけれども、２億３,２４４万２,０００円、減額の２,

１４０万７,０００円、マイナスの８.４％の減ということになっております。 

 これにつきましては、国庫補助の対象の事業費の減ということで、山口線あと単費

のみでやりますので、山口線とか門前橋、ああいった関係の国庫補助の関係が減にな

っております。 

 それと、１９款繰入金でございます。１億９,２８９万２,０００円ということで、

３,２７７万７,０００円、２０.５％の伸びとなっております。 

 これにつきましては、財政調整基金の繰り入れを今年はふやしております。その関

係の増となっております。 

 あと、２２款の町債でございます。４億１,０３０万円ということで、１億１,５３

０万円、３９.１％の伸びとなっております。 
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 これにつきましては、後でも出てきますけれども、マウンテンバイクまた別所地区

の地すべり対策の起債を発行しておりますので、そういった関係の増となっておりま

す。 

 歳入で、３１年度は３２億３,４２０万円ということで、３０年度と比べましたら、

１億５,２２０万円、４.９％の増となっております。 

 次に３ページの歳出でございます。 

 主なものとしましては、２款総務費で６億６８１万３,０００円ということで、５,

６２４万５,０００円の伸びとなっております、１０.２％。 

 これにつきましては、主なものは電算関係の情報系機関系の更新事業が主なものと

なっております。 

 あと、５款の農林業費でございます。１億７,３５３万８,０００円、４,９８２万

円の伸びとなっております。これにつきましては、ガラスハウスの改修の関係の事業

が主なものとなっております。 

 あと、６款の商工費でございます。１億３,５１８万６,０００円、８,０９３万３,

０００円、１４９.２％の伸びということで、これにつきましては、主なものはマス

ターゲームに向けた湯船マウンテンバイクの改修工事の事業で６,６５０万円、これ

が主な要因となっております。 

 あと、土木費でございます。１億７,２１８万４,０００円、マイナスの１億２８２

万９,０００円、マイナスの３７.４％の減ということになっております。 

 これにつきましては、３０年度は補修の維持管理費用、これ国庫で３０年度は当初

から７,８０５万５,０００円見ていたわけですけれども、かなり国のほうも補修関係

の基礎工事は厳しいということで、結果的に３００万ぐらいしか見てもらえなかった

という経過がございます。そういったことで、今年につきましては、当初から維持管

理の国庫の補修関係については落としております。 

 その関係と、あと山口線も先ほど出ましたように、３０年度は３,０５０万９,００



― 8 ― 

０円国庫補助対象見ていたんですけども、残り単費事業になっておりますので減って

おります。そういった関係の二つの事業が主な減となっておりますので、減っており

ます。そういった要因でございます。 

 あと、１０款の災害復旧事業でございます。７,１５１万５,０００円、６,３００

万円の増となっております。これは先ほども触れました別所地区の地すべり事業で６,

６５０万円がふえております。これが主な要因でございます。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額となっております。 

 次に４ページお願いしたいと思います。 

 性質別の歳出でございます。 

 その中で特徴あるものが３款の維持修繕費でございます。今年につきましては、６

００万円ということで、比較増減で４００万円の増ということになっております。 

 これにつきましては、町道整備の測量費、当初から２カ所入れさせていただいてお

ります。その関係の増が主な要因でございます。 

 あと、６款の普通建設事業ですけれども、これにつきましては、その中の補助対象

事業で８,６００万円、マイナスの１億３,２９３万１,０００円、６０.７％の減とい

うことで、これは先ほど触れました山口線、また国庫の舗装工事の減が主な内容とな

っております。 

 あと、単独事業の方で１億９,３４２万４,０００円、１億７,１６３万８,０００円

の増となっております。これにつきましては、マウンテンバイクまた電算の更新事業

が、ここに単独事業として入っております。それの増が主な要因でございます。 

 あと、７款の災害復旧事業、これにつきましては別所、それと８款の公債費につき

ましては、マイナス２,００７万２,０００円となっております。これは毎年繰上償還

やっておりますので、それに伴う公債費、元利償還金の減ということでご理解をいた

だきたいと思います。 

 あと、５ページでございます。 
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 これにつきましては、当初予算の推移ということで、５年間の推移を計上させてい

ただいております。歳入・歳出入っております。また、これにつきましては、お目通

しのほうをよろしくお願いしたいと思います。 

 あと、６ページから一般会計の主要事項の説明書ということになっております。  

 第４次総合計画に基づきまして、六つの共同事業のプログラムに基づきまして予算

編成をさせていただいております。 

 それにつきまして、主なもの、また新規事業について若干説明させていただきたい

と思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 まず、和束を担う次世代の人づくりの協働プログラムでございます。４億５,６１

５万９,０００円計上させていただいております。 

 この中の子育て支援事業でございます。１億７,４２４万６,０００円になっており

ます。主な内容としましては、保育所の運営事業で９,２４９万４,０００円、また、

子育ての支援センター事業で１,４３０万５,０００円、それと一つ飛ばしますけれど

も、児童手当の給付事業で３,７５２万７,０００円、これが主な事業内容となってお

ります。 

 次に、７ページでございます。 

 学校教育・社会教育、またスポーツ・歴史文化ということで、２億６,７０４万９,

０００円計上させていただいております。 

 その中の相楽東部広域連合の負担金で２億６,１６９万３,０００円ということで計

上しております。 

 その中の中身としましては、今年は給食センターの改修で３,５７３万８,０００円、

あと小学校のトイレ改修事業、これ昨年度に引き続きますけれども、３,２０８万３,

０００円、この中に計上させていただいております。これが主な内容でございます。 

 あと、その下の交流事業でございます。１,４８６万４,０００円、その中の体験交

流センターの管理事業として、今年は１,１２３万４,０００円計上しております。 
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 これにつきましては、３０年度は耐震の検査をさせていただいております。それに

基づきまして、今年は体験交流センターの耐震の設計を引き続いて計上させていただ

いております。その関係の増となっております。 

 次に、住民が支え合う安心と信頼の協働プログラムで５億５５６万８,０００円計

上しております。 

 その中の人権尊重のほうで３,９１９万９,０００円ということで、主な内容につき

ましては、人権ふれあいセンターの運営事業で２,８８３万６,０００円が主な内容と

なっております。 

 次、次ページをお願いします。 

 保健・医療の関係でございます。１億２,０６７万７,０００円計上させていただい

ております。 

 主な内容につきましては、国民健康保険特別会計事業勘定の繰出金で３,８９１万

１,０００円、また、国民健康保険特別会計の直診診療勘定の繰出金で２,８００万円、

また山城病院の組合の負担金で２,９２５万２,０００円が主な内容となっております。 

 その一番下の新規で説明させていただきますけれども、総合保健福祉施設の整備事

業、昨年は基本構想を補正させていただきましたけれども、今年は当初から基本計画

の事業費として５８１万６,０００円を計上させていただいております。 

 次に、高齢者・障害者の支援事業として、３億１,５６９万９,０００円計上してお

ります。 

 主な内容につきましては、後期高齢者の療養給付費事業で５,７１１万８,０００円、

ちょっと飛ばしますけど、一番下の障害者自立支援の給付事業で９,６５６万８,００

０円。 

 次に９ページをごらんいただきたいと思います。 

 介護保険特別会計保険事業勘定繰出金で８,７７４万１,０００円、ちょっと一つ飛

ばしまして、後期高齢者医療特別会計繰出金で２,５８９万円が主な内容となってお
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ります。 

 次に、１０ページをお願いします。 

 地域福祉の関係でございます、２,４９０万５,０００円計上させていただいており

ます。 

 その中の主な事業ですけれども、社協職員設置事業で１,７７６万１,０００円と、

あと、新規で自殺対策事業で３６４万円を計上させていただいております。 

 次に、地域安全でございます。５０８万８,０００円計上させていただいておりま

す。 

 その下の安全で快適な暮らしを実感できる協働プログラムで１億９,７１８万８,０

００円を計上しております。 

 まず、道路でございます。１億３,０６５万円予算計上しております。 

 主なものとしまして、町道の拡幅改良事業３,１７８万２,０００円、これ、山口線

でございます。 

 次に、１１ページですけれども、門前・祝橋整備事業で４,０２２万５,０００円、

あと橋りょう長寿命化の修繕事業ですけれども、４,３１７万円、これが主な事業で

ございます。 

 次に、公共交通でございます、３,６１０万３,０００円。 

 主な内容としまして、路線バスの対策事業で３,５０７万円が主な事業でございま

す。 

 次に、住宅でございます、２,６４３万５,０００円。 

 主なものとしましては、住宅の管理事業で８２６万円、めくっていただきまして、

共同浴場の運営事業で１,２５７万５,０００円、これが主な内容となっております。 

 次に、公園と緑地でございます、４００万円。 

 これにつきましては、運動公園の美化事業で４００万円計上させていただいており

ます。 
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 次に、自然を守りともに暮らす協働プログラムで、５億９,９７４万９,０００円計

上しております。 

 その中の防災事業でございます。１億９,３５８万６,０００円計上させていただい

ております。 

 主な内容としまして、相楽中部消防組合の負担金で１億４,５４９万６,０００円、

あと非常備消防費で２,９９２万２,０００円、ちょっと一つ飛ばしますけれども、今

年新しく計上しておりますのが、先ほども触れました体験交流センターの耐震補強工

事の設計事業でございます、３４８万２,０００円。 

 それと、１３ページ、新規で和束保育園の耐震及び改修工事の基本計画の策定事業

で４４０万円を計上させていただいております。今の保育園の耐震補強をやるわけで

すけれども、ただ、園児がそのまま園に通いますので、適切な方法はどういった方法

があるのか、また場所につきましても、そういった総合的に計画を組むということで、

この策定事業を行わしていただいております。 

 あと、上下水道のほうで、２億２６０万４,０００円を計上させていただいており

ます。 

 主なものとしましては、簡易水道事業の特別会計の繰出金で５,３８４万１,０００

円、また下水道事業の特別会計の繰出金で１億４,４９４万円を計上させていただい

ております。 

 次に、森林保全、治山・治水の関係でございます。１,３６４万２,０００円計上し

ております。 

 主なものとしましては、有害鳥獣被害総合対策事業で３４１万円、また松くい虫の

防除事業でございます、３９０万９,０００円。あと、新規で豊かな森を育てる府民

税交付金事業で２０５万円、ちょっと次ページをめくっていただきまして、同じく新

規なんですけれども、森林経営管理事業で７４万５,０００円、また、地域人生アド

バイザー事業で２９万７,０００円、これは基金から繰り入れる予定をしております。
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そういったことで、これは新規事業で挙げさせていただいております。 

 あと、環境・循環・資源エネルギー関係でございます。１億８,９９１万７,０００

円でございます。 

 主なものの事業なんですけれども、じん芥処理費で１億４,０４８万６,０００円、

し尿処理のほうで４,６８５万１,０００円が主な内容となっております。 

 次の協働プログラムでございます。和束のブランドを高める協働プログラムとしま

して、２億３,６０９万４,０００円計上させていただいております。 

 その中の農林業のほうで３,２２８万６,０００円、主なものとしましては、農業の

次世代人材投資資金給付事業なんですけれども９０１万１,０００円。 

 あと次ページの１５ページですけれども、共同製茶等省力化推進事業費で４８７万

９,０００円、また、中山間地域等の直接支払交付金事業で４９３万１,０００円。ま

た、農業委員会の設置事業で６５７万２,０００円、そういうのが主な事業となって

ございます。 

 次に、商工業でございます、３,２６９万４,０００円を計上しております。 

 まず、新規で当初から組んでおりますのが、「お茶の駅構想」プロジェクト事業、

３０年は補正で組みましたけど、今回は新規で当初から組ませていただいております。

１,５４０万円が主な内容でございます。あと、雇用促進事業で１,２２９万４,００

０円計上しております。これが主な内容となっております。 

 次に、１６ページをお願いします。 

 交流産業のほうで１億４,３７５万２,０００円となっております。ここは新規の事

業が多いので、ちょっと説明させていただきたいと思います。 

 まず、新規事業ですけれど、ガラスハウスの移転改修事業で３,５６３万２,０００

円。 

 また、茶文化の情報発信インバウンドの観光事業で４６０万円、これも新規でござ

います。 
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 また、茶畑景観周遊観光事業で４４８万５,０００円、これも新規でございます。 

 ワールドマスターズゲームズ推進事業で７,０６８万６,０００円、これも新規でご

ざいます。 

 あと、新規で言いますとお茶の京都ＤＭＯ事業、これ当初から１８８万７,０００

円組ませていただいております。 

 それと、１７ページの新規で相楽東部の３市町村の連携による広域観光事業、金額

は９３万４,０００円ですけれども、これも新規で計上させていただいております。 

 以上が、交流産業の関係でございます。 

 次に、新たな産業の創出ということで、２,７３６万２,０００円組ませていただい

ております。 

 主な事業としましては、茶源郷和束にぎわい創出プロジェクト事業で１,２０９万

２,０００円。次が新規です、ふるさとものづくり支援事業ということで１,０７７万

円組ませていただいております。 

 次に、一番下になりますけど、住民・事業者・行政がともに進める協働プログラム

ということで、２億３７７万４,０００円計上しております。 

 また、主なものとしては、住民参画のまちづくりとして１,６５３万９,０００円。 

 めくっていただきまして、地域おこし協力隊のまちづくり事業で８１１万４,００

０円、茶源郷まつりで３００万円。 

 新規事業としましては、景観条例策定事業２１万５,０００円。また、文化的景観

登録推進事業で２００万円、これが新規に組ませていただいております。 

 あと、次に情報公開でございます。１,５２３万９,０００円ということで、これは

主なものは、茶源郷行政情報発信事業として８２７万６,０００円、これが主なもの

でございます。 

 次に、行財政・地域経営でございます。１億５,６９１万３,０００円計上しており

ます。 
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 主なものとしましては、電子計算の関係で６,９２８万８,０００円、あと、新規な

んですけれども、参議院の選挙で６９４万９,０００円、府議会のほうで４２０万５,

０００円、町議会のほうで５４１万４,０００円。また第５次の新総合計画の策定事

業ということで６６０万６,０００円。もう一つ新しいのが、第２期まち・ひと・し

ごと総合戦略策定事業、これが３２６万６,０００円が主なものとなっております。 

 次に、広域行政のほうで３,５０８万３,０００円計上しております。 

 主なものとしましては、相楽東部広域連合負担金、これは総務費と民生費の分だけ

ですけれども、２,３８４万７,０００円が主なものとなっております。 

 以上、私のほうから説明させていただきました。 

 次に、各課長から説明いたしますので、よろしくお願いします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 おはようございます。 

 続きまして、私のほうからは、議案第２号、平成３１年度和束町一般会計予算、議

案第３号、平成３１年度和束町湯船財産区特別会計予算について説明申し上げます。 

 議案書のほうをよろしくお願い申し上げます。 

 議案第２号 

平成３１年度和束町一般会計予算 

 平成３１年度和束町一般会計は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３２億３,４２０万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

 （債務負担行為） 
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 第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができ

る事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 （地方債） 

 第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」に

よる。 

 （一時借入金） 

 第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は、５億円と定める。 

 （歳出予算の流用） 

 第５条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場

合における同一款内でのこれらの経費の各項間の流用。 

                          平 成 ３ １ 年 ３ 月 ５ 日 提 出 

                          和束町長 堀   忠 雄 

 １枚めくっていただきまして、第１表 歳入歳出予算でございます。 

 １款町税、３億７,８４５万９,０００円。 

 ２款地方譲与税、２,９６０万３,０００円。 

 ３款利子割交付金、６９万５,０００円。 

 ４款配当割交付金、２５７万３,０００円。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、２６２万円。 

 ６款地方消費税交付金、６,００７万２,０００円。 

 ７款ゴルフ場利用税交付金、９５９万円。 

 ８款自動車取得税交付金、５２９万３,０００円。 
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 ９款環境性能割交付金、２４１万２,０００円。 

 １０款地方特例交付金、６５８万８,０００円。 

 １１款地方交付税、１５億５,４７２万８,０００円。 

 １２款交通安全対策特別交付金、２０万円。 

 １３款分担金及び負担金、７,５７３万９,０００円。 

 １４款使用料及び手数料、３,０８４万２,０００円。 

 １５款国庫支出金、２億３,２４４万２,０００円。 

 １６款府支出金、１億８,６４９万２,０００円。 

 １７款財産収入、２５万４,０００円。 

 １８款寄附金、１,０００円。 

 １９款繰入金、１億９,２８９万２,０００円。 

 おめくりいただきまして、 

 ２０款繰越金、５００万円。 

 ２１款諸収入、４,７４０万５,０００円。 

 ２２款町債、４億１,０３０万円。 

 歳入合計が３２億３,４２０万円でございます。 

 続いて、歳出でございます。 

 １款議会費、５,５１１万１,０００円。 

 ２款総務費、６億６８１万３,０００円。 

 ３款民生費、６億８,５７１万３,０００円。 

 ４款衛生費、４億９,７１０万９,０００円。 

 ５款農林業費、１億７,３５３万８,０００円。 

 ６款商工費、１億３,５１８万６,０００円。 

 ７款土木費、１億７,２１８万４,０００円。 

 おめくりいただきまして、 
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 ８款消防費、１億８,９７１万２,０００円。 

 ９款教育費、２億６,１６９万３,０００円。 

 １０款災害復旧費、７,１５１万５,０００円。 

 １１款公債費、３億８,０６１万６,０００円。 

 １２款諸支出金、１万円。 

 １３款予備費、５００万円。 

 歳出合計は歳入合計と同額の３２億３,４２０万円でございます。 

 第２表、債務負担行為。 

 事項、新総合計画策定事業、期間、平成３１年度から平成３２年度まで、限度額４

６４万２,０００円。 

 同じく、戸籍システムクラウド化事業、期間、平成３１年度から平成３６年度まで、

限度額３,７６１万１,０００円でございます。 

 おめくりいただきまして、第３表、地方債。 

 起債の目的、総合行政情報ネットワーク事業、限度額、２,１００万円、起債の方

法、証書借入又は証券発行、利率、年５％以内（ただし、利率見直し方式で借り入れ

る政府資金及び地方公共団体金融機構資金について、利率の見直しを行った後におい

ては、当該見直し後の利率）。 

 償還の方法、政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合には、

その債権者と協定するものによる。ただし町財政の都合により、据置期間及び償還期

間を期限を短縮し、又は繰上償還、もしくは低利に借り換えすることができる。 

 以下、起債の方法、利率、償還の方法は同様でございますので、省略させていただ

き、起債の目的、限度額のみ申し上げます。 

 路線バス維持管理事業（過疎対策）３,５００万円、体験交流センター耐震化事業

（緊急防災・減災事業）３４０万円、体験交流センター改修事業（過疎対策）８３０

万円、広域事務組合（大規模改修負担金・過疎対策）１,５２０万円、ガラスハウス
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移設・改修等事業（過疎対策）３,３７０万円、湯船ＭＴＢＬＡＮＤ整備事業（辺地

対策）６,３２０万円、門前橋整備事業（過疎対策）１,４４０万円、道路拡幅改良事

業（過疎対策）３,１６０万円、橋りょう補修事業（過疎対策）１,５４０万円、道路

舗装維持管理事業（過疎対策）１２０万円、小型ポンプ付積載車軽自動車事業（緊急

防災・減災事業）６００万円、消防団機能強化事業（緊急防災・減災事業）１００万

円、相楽東部広域連合小学校トイレ改修事業（過疎対策）３,２００万円、相楽東部

広域連合給食センター空調機器改修事業（過疎対策）３,５７０万円、災害復旧事業

２,７２０万円、臨時財政対策債６,６００万円、計４億１,０３０万円でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書Ｎｏ.２の平成３１年度和束町一般計予算に基づ

き説明をさせていただきます。１ページから４ページにつきましては、重複しますの

で省略させていただきまして、５ページ、６ページをお願いいたします。 

 なお、主なもの、新規事業等に限り説明をさせていただきたいと思います。 

 まず、歳入でございます。 

 １款町税、１項町民税、１目個人１億４,０４５万５,０００円。 

 １節現年課税分１億３,７４５万５,０００円。内訳といたしまして、均等割６１３

万９,０００円、所得割１億３,１３１万６,０００円でございます。 

 同款、同項、２目法人１,４９０万６,０００円。 

 １節現年課税分１,４８０万６,０００円、内訳といたしまして均等割が９４１万６,

０００円、法人税割が５３９万円でございます。 

 同款、２項固定資産税、１目固定資産税１億８,４５７万６,０００円。 

 １節の現年課税分１億８,０５７万６,０００円。内訳といたしまして、土地５,０

８５万４,０００円、家屋７,２６３万６,０００円、償却資産５,７０８万６,０００

円でございます。 

 同款、３項軽自動車税、１目軽自動車税１,９５０万６,０００円を計上させていた

だいております。 
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 １節の現年課税分１,９２０万６,０００円。 

 同款、同項、２目環境性能割９８万４,０００円。 

 １節の９８万４,０００円ということで、税制改正により平成３１年度に新たに課

税されるものでございます。 

 同款、４項市町村たばこ税、１目市町村たばこ税１,８０３万２,０００円でござい

ます。 

 ２款地方譲与税、２項自動車重量譲与税、１目自動車重量譲与税１、９３４万円で

ございます。 

 同款、５項の森林環境譲与税、１目森林環境譲与税２６７万円を計上させていただ

いております。これにつきましても、平成３１年に新たに歳入される譲与税でござい

ます。 

 めくっていただきまして、７ページ、８ページをお願いいたします。 

 ６款地方消費税交付金、１項地方消費税交付金、１目地方消費税交付金６,００７

万２,０００円でございます。 

 ７款ゴルフ場利用税交付金、１項ゴルフ場利用税交付金、１目ゴルフ場利用税交付

金９５９万円でございます。 

 １０款地方特例交付金、２項子ども・子育て支援臨時交付金、１目子ども・子育て

支援臨時交付金４３７万７,０００円でございます。 

 １節の子ども・子育て支援臨時交付金といたしまして、保育料無償化に伴う財源措

置分でございます。 

 めくっていただきまして９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 １１款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税１５億５,４７２万８,０００

円。 

 １節地方交付税、内訳といたしまして、普通交付税１４億４７２万８,０００円、

特別交付税１億５,０００万円でございます。 



― 21 ― 

 １３款分担金及び負担金、２項負担金、１目総務費負担金６,５７７万３,０００円。 

 １節の総務管理費負担金で内訳といたしまして、相楽東部広域連合職員人件費負担

金５,９８１万１,０００円、京都地方税機構派遣職員人件費負担金５９６万２,００

０円でございます。 

 同款、同項、２目民生費負担金９９６万６,０００円。 

 これにつきましては、主なものが２節の児童福祉費負担金９４８万９,０００円、

主なものが保育料６３８万７,０００円、学童保育所保育料２９４万円を計上させて

いただいております。 

 １４款使用料及び手数料、１項使用料、５目土木使用料１,０９０万４,０００円。 

 ２節住宅使用料で８４０万４,０００円、主なものが町営住宅使用料７５０万円で

ございます。 

 １１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 同款、２項手数料、３目衛生手数料１,０４６万円でございます。 

 主なものが２節清掃手数料１,０３０万５,０００円でございます。 

 １５款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金８,６５４万３,０００

円。 

 内訳といたしまして、１節社会福祉費負担金６,１０２万３,０００円、主なものが

国保基盤安定負担金６１２万５,０００円、障害者自立支援給付費負担金５,０９５万

円。５４節の児童手当国庫負担金で２,５５２万円でございます。 

 同款、同項、３目の災害復旧費国庫負担金４,３３５万５,０００円。 

 これにつきましては、１節の公共土木施設災害復旧費負担金、道路橋りょう災害復

旧費負担金でございます。 

 同款、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金１,１９５万７,０００円。 

 主なものが１節総務管理費補助金ということで１,１９５万７,０００円。内訳とい

たしまして、地方創生推進交付金（スマートワーク事業）ほか、計７５１万７,００
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０円が主なものでございます。 

 １３ページ、１４ページをお願いいたします。 

 同款、同項、２目の民生費国庫補助金８１５万１,０００円。 

 ２節の児童福祉費補助金６３９万２,０００円。内訳といたしまして、保育対策総

合支援事業費補助金１９０万７,０００円、子ども・子育て支援交付金４４８万５,０

００円が主なものでございます。 

 同款、同項、４目土木費国庫補助金５,４６９万４,０００円。 

 ３節道路橋りょう費補助金ということで、内訳といたしまして、橋りょう長寿命化

修繕計画補助金で２,７４３万４,０００円、社会資本整備総合交付金２,７２６万円

を計上させていただいております。 

 同款、同項、８目の商工費国庫補助金１,８３４万９,０００円。 

 １節の商工費補助金で、主なものが地方創生推進交付金（「お茶の駅」構想プロジ

ェクト）ほか、交付金合計で１,６９５万円と計上させていただいております。 

 続いて、１６款府支出金、１項府負担金、１目民生費府負担金６,４５３万１,００

０円。 

 １節社会福祉費負担金で４,３６０万２,０００円。主なものが国保基盤安定負担金

１,６１５万３,０００円、障害者自立支援給付費負担金で２,５４７万５,０００円。

３節の老人福祉費負担金１,４９６万９,０００円、後期高齢者医療保険基盤安定負担

金、１７節の児童手当府負担金５９６万円ででございます。 

 １５ページ、１６ページをお願いいたします。 

 同款、２項府補助金、１目総務費府補助金１,４２３万１,０００円を計上させてい

ただいております。 

 １節の総務管理費補助金で１,４１８万４,０００円。主なものが市町村未来づくり

交付金、９事業に係ります交付金合計９２０万１,０００円、市町村体制づくり支援

交付金（行政情報ネットワーク）１８３万３,０００円、移住促進住宅整備事業費補
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助金１８０万円が主なものでございます。 

 同款、同項、２目民生費府補助金で３,８１９万９,０００円。 

 １節の社会福祉費補助金で２,３５７万８,０００円、主なものが老人医療給付５４

０万円、重度心身障害老人健康管理事業費補助金２７７万２,０００円、福祉医療給

付３６４万２,０００円、隣保館運営等事業費補助金が６６７万４,０００円。 

 めくっていただきまして、１７ページ、１８ページの２節児童福祉費補助金１,４

６２万１,０００円。主なものが福祉医療給付（乳児）２４２万１,０００円、子ど

も・子育て支援交付金４４８万５,０００円、市町村未来づくり交付金（保育士専門

職員）２３７万３,０００円、同じく未来づくり交付金（保育園耐震・改修計画）に

係る分２２０万円を計上させていただいております。 

 同款、同項、４目の農林業費府補助金３,１０５万１,０００円。 

 １節の農業費補助金２,２７８万４,０００円。主なものが中山間地域等直接支払交

付事業補助金が３６４万７,０００円、共同製茶等省力化推進事業補助金４４３万５,

０００円、農業次世代人材投資資金９００万円でございます。２節の林業費補助金と

いたしまして８２６万７,０００円、主なものは、松くい虫防除事業補助金２２５万

５,０００円。 

 １９ページ、２０ページをお願いいたします。 

 豊かな森を育てる府民税市町村交付金２０５万円、市町村体制づくり交付金（ＭＴ

Ｂコースメンテナンス）２１０万円を計上させていただいているところでございます。 

 同款、同項、５目の商工費府補助金７２４万９,０００円。 

 １節の商工費補助金で７２４万９,０００円、主なものが未来づくり交付金（観光

案内所管理運営）事業ほか６事業で４２４万９,０００円、広域的スポーツ施設支援

充実事業補助金で３００万円計上させていただいております。 

 同款、同項、６目の土木費府補助金４２５万４,０００円。 

 １節の土木管理費補助金１４２万９,０００円、主なものが市町村体制づくり交付
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金（道路管理専門職員）１４２万８,０００円でございます。合わせて２節の道路橋

りょう費補助金２８２万５,０００円、こちらにつきましても、市町村体制づくり交

付金（道路維持管理）１３２万５,０００円、市町村未来づくり交付金（景観資産周

辺整備事業）１５０万円を計上させていただいております。 

 同款、同項、８目の消防費府補助金４８９万９,０００円。 

 １節の消防費補助金で主なものが、市町村未来づくり交付金（防災無線）ほか計３

事業で３９２万９,０００円でございます。 

 同款、３項委託金、１目総務費委託金、本年度予算が１,７８９万３,０００円計上

させていただいています。 

 １節の徴税費委託金ということで５３７万円、これは個人府民税取扱費委託金でご

ざいます。また、３節の選挙費委託金で１,１１５万４,０００円、内訳といたしまし

て、参議院議員選挙委託金６９４万９,０００円、京都府議会議員選挙委託金４２０

万５,０００円でございます。 

 ２１ページ、２２ページをお願いいたします。 

 １９款繰入金、２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金１億３,４００万４,００

０円を計上させていただいております。 

 それと、同款、同項、２目減災基金繰入金５,１９５万１,０００円を計上させてい

ただいております。 

 また、同款、同項、５３節のすこやかエンジェル基金繰入金５５０万円を計上させ

ていただいているところであります。 

 ２３ページ、２４ページをお願いいたします。 

 ２１款諸収入、４項雑入、１目雑入４,２６０万２,０００円。 

 １節の消防団員等退職報奨金受入金４７０万円、また、２節の雑入ということで、

３,７９０万２,０００円、主なものがふるさとものづくり支援事業補助金９３０万円、

京都府市町村振興協会市町村等交付金で４８８万４,０００円、体験交流センター施
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設使用負担金で１９６万円。 

 ２５ページ、２６ページをお願いいたします。 

 雇用促進協議会事務費負担金１,２２９万４,０００円が主なものでございます。 

 続いて、２２款町債、１項町債、１目総務債で６,７７０万円。 

 １節総務管理債で内訳といたしまして、市町村未来づくり資金（総合行政情報ネッ

トワーク）２,１００万円、過疎対策事業債（路線バス維持管理）３,５００万円。緊

急防災・減債事業債（体験交流センター耐震化事業）３４０万円、過疎対策事業債

（体験交流センター改修事業）８３０万円。 

 同款、同項、３目衛生債１,５２０万円。 

 １節の清掃債で過疎対策事業（広域事務組合大規模改修負担分）として計上させて

いただいております。 

 同款、同項、４目の農林業債３,３７０万円。 

 １節の農業債で過疎対策事業債（ガラスハウス移設・改修等事業）３,３７０万円

を計上させていただいております。 

 同款、同項、５目の商工債６,３２０万円。 

 １節の商工債で辺地対策事業債（湯船ＭＴＢ ＬＡＮＤ整備事業）６,３２０万円

でございます。 

 同款、同項、６目の土木債６,２６０万円。 

 １節道路橋りょう債６,２６０万円で、内訳といたしまして、過疎対策事業債（門

前橋整備事業）１,４４０万円、同じく過疎対策事業債（道路拡幅改良事業）３,１６

０万円、過疎対策事業債（橋りょう補修事業）１,５４０万円、過疎対策事業債（舗

装維持管理事業）１２０万円でございます。 

 同款、同項、７目消防債で７００万円を計上しております。 

 １節の消防債で、内訳といたしまして、緊急防災・減災事業債（小型ポンプ付積載

軽自動車）６００万円、緊急防災・減災事業債（消防団機能強化事業）１００万円で
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ございます。 

 同款、同項、８目教育債６,７７０万円。 

 １節の教育総務債ということで、内訳といたしまして、過疎対策事業債（小学校ト

イレ改修事業）３,２００万円、過疎対策事業債（給食センター空調機器改修事業）

３,５７０万円。 

 同款、同項、９目の災害復旧債２,７２０万円。 

 主なものにつきましては、２節の公共土木施設災害復旧債２,４６０万円でござい

ます。内訳といたしまして、道路災害復旧事業債２,３１０万円、河川災害復旧事業

債１５０万円でございます。 

 同款、同項、１０目臨時財政対策債６,６００万円でございます。 

 以上が歳入でございます。 

○委員長（吉田哲也君） 

 説明の途中ですが、ただいまから午前１０時５０分まで休憩といたします。 

休憩（午前１０時３７分～午後１０時５０分） 

○委員長（吉田哲也君） 

 休憩前に引き続き説明を続けます。 

○総務課長（岡田博之君） 

 それでは、引き続き歳出につきまして、説明申し上げます。 

 ２７ページ、２８ページをお願いいたします。 

 １款議会費、１項議会費、１目議会費、本年度予算額５、５１１万１,０００円。 

 主なものにつきましては、議員報酬、職員人件費等でございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費３億９,６４０万９,０００円。 

 主なものについましては、職員人件費並びに７節の賃金５５５万円、臨時職員賃金、

アルバイト賃金、並びに１１節の需用費１,１２３万１,０００円、主なものが消耗品

費３０９万９,０００円、光熱水費６７６万４,０００円。 
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 ３１ページ、３２ページをお願いいたします。１３節委託料２,５１７万２,０００

円、主なものが和束町例規集編集委託料５６４万４,０００円、電算ネットワーク保

守委託料、電算システムサポート委託料を合わせまして７８９万５,０００円が主な

ものでございます。 

 また、３３ページ、３４ページをお願いいたします。合わせまして、１８節備品購

入費ということで３５１８万８,０００円計上させていただいております。内訳とい

たしまして、総合行政情報ネットワーク機器購入ということで２,８７９万１,０００

円、ライセンス購入費６３９万７,０００円でございます。 

 １９節負担金補助及び交付金ということで４,６２３万５,０００円、内訳の主なも

のにつきましては、京都府町村会情報センター負担金１,８５０万４,０００円、相楽

東部広域連合負担金２,３５４万円、地方公共団体情報システム機構負担金３５９万

１,０００円でございます。 

 同款、同項、２目企画費でございます、本年度予算額４,４７８万８,０００円を計

上させていただいております。 

 主なものが７節賃金３９８万４,０００円、これにつきましては地域おこし協力隊

２名分でございます。 

 ３５ページ、３６ページをお願いいたします。 

 １３節委託料として１,５８０万８,０００円。主なものがスマートワーク・イン・

レジデンス事業委託料で３００万円、新総合計画基本構想策定業務委託料６２２万６,

０００円、和束町第２期まち・ひと・しごと総合戦略策定委託料３０２万５,０００

円でございます。 

 １９節の負担金補助及び交付金といたしまして２,０５２万５,０００円。主なもの

といたしまして、和束町地域力推進協議会負担金２７１万円、茶源郷まつり補助金３

００万円、移住促進住宅整備事業補助金５４０万円。３７ページ、３８ページの湯船

活性化推進補助金が計６００万円でございます。 
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 同款、同項、３目文書広報費でございます。本年度予算額１,５２３万９,０００円。 

 主なものが職員人件費及び１４節の使用料及び賃借料で３８８万４,０００円、こ

れにつきましては、茶源郷行政情報配信システムサーバー使用料でございます。 

 続きまして、３９ページ、４０ページをお願いいたします。 

 同款、同項、４目の活性化対策費で２,２３４万６,０００円を計上させていただい

ております。 

 主なものが、１１節需用費４７７万５,０００円、内訳といたしまして光熱水費４

５０万円、１３節委託料１,７２７万円、主なものが和束運動公園美化事業委託料４

００万円、体験交流センター耐震補強工事設計業務委託料は３４８万２,０００円、

体験交流センター改修工事設計業務委託料８３５万９,０００円でございます。 

 ４１ページ、４２ページをお願いいたします。 

 同款、同項、１０目の交通安全対策費でございます、５０８万８,０００円計上さ

せていただいております。 

 主なものが１５節の工事請負費、交通安全灯・カーブミラーに係る工事費６０万円、

１９節負担金補助及び交付金として３９０万円、主なものが交通安全灯（防犯灯）設

置維持管理事業補助金３８５万円でございます。 

 ４３ページ、４４ページをお願いいたします。 

 同款、同項、１２目の交通対策費、本年度予算額３,６２７万６,０００円でござい

ます。主なものが１９節の負担金補助及び交付金ということで、３,６１０万３,００

０円を計上し、その中の大きなものが路線バス運行維持補助金３,５０７万円でござ

います。 

 続いて、同款、２項徴税費、１目税務総務費２,９５７万８,０００円を計上させて

いただいております。 

 主なものが職員人件費並びに１９節の負担金補助及び交付金として６５６万５,０

００円。そのうち４５ページ、４６ページでございますが、京都地方税機構負担金６
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４３万２,０００円が主なものでございます。 

 同款、同項、２目の賦課徴収費７７１万円。 

 主なものが１３節の委託料４０９万９,０００円ということで、その中でも金額の

大きなものが比準割合更新業務委託料１７２万９,０００円、標準宅地鑑定評価業務

委託料１７２万３,０００円でございます。また、２３節の償還金利子及び割引料と

いたしまして、過誤納還付金１００万円を計上させていただいております。 

 同款、３項戸籍住民登録費、１目戸籍住民登録費、本年度予算額１,０４８万２,０

００円でございます。主なものにつきましては、職員人件費及び賃金ということで、

臨時職員賃金４３４万２,０００円を計上させていただいているところでございます。 

 ４７ページ、４８ページをお願いいたします。 

 同款、同項、４目の戸籍電算化事業費９２３万４,０００円を計上させていただい

ております。 

 このうちの主なものが１４節の使用料及び賃借料で８４２万５,０００円。内訳と

いたしまして、戸籍総合システムリース料５４３万１,０００円、戸籍総合システム

ソフト使用料２０６万８,０００円が主なものでございます。 

 続いて、同款、４項の選挙費でございます。５目参議院議員選挙費６９４万９,０

００円を計上させていただいております。 

 これにつきましては、報酬並びに賃金等の人件費並びに１１節の需用費ということ

で８４万１,０００円計上させていただいております。 

 めくっていただきまして、４９ページ５０ページ。 

 同款、同項、５０目京都府議会議員選挙費として４２０万５,０００円計上させて

いただいております。 

 その主なものが人件費並びに１１節の需用費４９万５,０００円でございます。 

 同款、同項、５１目の町議会議員選挙費５４１万４,０００円を計上させていただ

いております。 
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 これにつきましても、人件費と１１節の需用費８４万３,０００円が主なものでご

ざいます。 

 ５３ページ、５４ページをお願いしたいと思います。 

 続いて、３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費として２億５,２５７

万２,０００円計上させていただいています。 

 歳出の内訳でございますが、職員人件費並びに、５５ページ、５６ページの１３節

委託料１,１９５万５,０００円、自殺対策計画策定業務委託料３４１万円、社会福祉

施設整備基本計画策定業務委託料５６２万１,０００円が主なものでございます。 

 また、１９節の負担金補助及び交付金といたしまして２,２２５万９,０００円、主

なものが民生委員活動費補助金１７６万５,０００円。５７ページ、５８ページの社

協職員設置補助金１,７７６万１,０００円、地域健康福祉活動推進事業補助金１７０

万円でございます。 

 ２０節の扶助費として１億１,５３９万３,０００円でございます。主なものが福祉

医療７４４万円、重度心身障害老人健康管理５５０万円、障害者自立支援９,６１０

万円でございます。 

 ２８節繰出金として３,８９１万１,０００円、国保基盤安定等繰出金でございます。 

 ５９ページ、６０ページをお願いします。 

 同款、同項、３目老人福祉費１億９,８５２万８,０００円計上させていただいてお

ります。 

 主なものが１３節委託料で４３５万８,０００円、これにつきましては高齢者介護

予防等支援事業委託料３９１万円が主なものでございます。 

 また、１９節負担金補助及び交付金といたしまして６,２５７万８,０００円。主な

ものが後期高齢者療養給付費負担金５,７１１万８,０００円。山城病院組合負担金

（介護老人保健施設事業）４１７万３,０００円でございます。 

 ２０節扶助費として９７５万６,０００円、内訳として主なものが老人医療８１０
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万円でございます。 

 ２８節繰出金といたしまして、１億１,９０７万７,０００円でございます。内訳と

いたしまして介護保険事業勘定繰出金が８,７７４万１,０００円、６１ページ、６２

ページの介護保険サービス勘定繰出金５４４万６,０００円、後期高齢者医療特別会

計繰出金２,５８９万円でございます。 

 同款、同項、６目人権ふれあいセンター費２,８８３万６,０００円を計上させてい

ただいております。主なものが職員人件費でございます。 

 少し飛びますが、６５ページ、６６ページをお願いしたいと思います。 

 同款、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費６,１０３万３,０００円を計上させて

いただいております。 

 主なものが職員人件費、１３節の委託料４８７万４,０００円、子ども・子育て支

援事業計画策定委託料３５８万６,０００円。 

 めくっていただきまして、２０節扶助費５,００６万円、これにつきましては母子

福祉医療２７０万円、乳児福祉医療９５０万円、児童手当３,７４４万円が主なもの

でございます。 

 同款、同項、３目の保育所費９,６８９万４,０００円を計上させていただいており

ます。 

 主なものが職員人件費並びに１１節の需用費ということで１,２７０万２,０００円、

内訳といたしまして、消耗品費で２０４万円、光熱水費で２６３万４,０００円、賄

材料費で７６１万８,０００円を計上しております。 

 ６９ページ、７０ページでございますが、１３節の委託料６２５万３,０００円、

主なものが和束保育園耐震補強及び改修工事基本計画策定委託料ということで、４４

０万円計上させていただいております。 

 同款、同項、４目いきいきこども館費８９９万５,０００円でございます。 

 主なものが７節の賃金ということで６６８万８,０００円、臨時職員賃金４５４万
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３,０００円、アルバイト賃金２１４万５,０００円でございます。 

 ７１ページ、７２ページをお願いいたします。 

 同款、同項、５目の放課後児童対策費、本年度予算額９６８万９,０００円を計上

させていただいております。 

 支出の主なものが、７節の賃金８４１万円で、指導員賃金４４６万円、嘱託職員賃

金３９５万円でございます。 

 同款、同項、６目の子育て支援事業費１,４３０万５,０００円、歳出の主な内容に

つきましては、職員人件費でございます。 

 続いて、７３ページ、７４ページをお願いいたします。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費６,９５８万７,０００円を計上

させていただいております。 

 主なものは職員人件費並びに１９節の負担金補助及び交付金ということで３,１０

６万６,０００円。内容といたしまして、山城病院組合負担金２,９２５万２,０００

円、相楽分広域事務組合分担金（休日応急診療所分）１７９万１,０００円、また、

２８節の繰出金といたしまして２,８００万円、これにつきましては国保直診勘定繰

出金でございます。 

 同款、同項、２目予防費として１,８６９万８,０００円計上させていただいており

ます。 

 ７５ページ、７６ページをお願いします。 

 主なものが１３節委託料１,６７４万９,０００円。がん検査等検診委託料が８２３

万円、予防接種等委託料が７９２万円でございます。 

 同款、同項、４目環境衛生費２億１８０万７,０００円。 

 主なものが賃金ということで１３８万円、これにつきましては不法投棄等撤去作業

員賃金を計上しております。 

 ７７ページ、７８ページの２８節繰出金でございます、１億９,８５８万１,０００
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円、内訳といたしまして、下水道事業特別会計繰出金１億４,４９４万円、簡易水道

事業特別会計繰出金５,３６４万１,０００円でございます。 

 同款、同項、５目共同浴場費１,２５７万５,０００円でございます。 

 主なものが７節の賃金４６５万３,０００円、１１節の需用費で７２５万２,０００

円、そのうち燃料費が３００万円、光熱水費が３３９万円でございます。 

 同款、２項清掃費、１目じん芥処理費で１億４,０４８万６,０００円を計上させて

いただいております。 

 主なものが１９節負担金補助及び交付金ということで、相楽東部広域連合負担金で

１億３,９４９万８,０００円でございます。 

 同款、同項、２目し尿処理費５,０８７万４,０００円を計上させていただいており

ます。 

 主な歳出の内容が７９ページ、８０ページでございますが、１９節負担金補助及び

交付金ということで４,９５０万１,０００円でございます。 

 内訳といたしまして、相楽分広域事務組合分担金が３,５２０万９,０００円。合併

処理浄化槽設置整備事業補助金で３９７万６,０００円、同じく相楽分広域事務組合

負担金（し尿券）ということで１,０３０万５,０００円計上させていただいていると

ころでございます。 

 続いて、５款農林業費、１項農業費、１目農業委員会費で６８７万９,０００円の

計上でございます。 

 主なものが１節の報酬として３０１万円、農業員報酬１８４万円、農地利用最適化

推進員報酬１１７万円でございます。１３節の委託料として３０６万３,０００円。

主なものが農地地図情報システムプログラム設定委託料として２６４万円でございま

す。 

 同款、同項、２目の農業総務費４,２０２万８,０００円、これにつきましては人件

費でございます。 
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 続いて、同款、同項、３目の農業振興費４,１４７万４,０００円の計上でございま

す。 

 主なものが１３節の委託料１,２０９万２,０００円、これにつきましては、和束茶

を活かした新産業創出事業委託料ということで計上させていただいております。 

 合わせまして、１９節負担金補助及び交付金といたしまして２,８５３万円。主な

ものが、中山間地域等直接支払補助金４７９万８,０００円、環境保全型農業直接支

払交付金１０７万６,０００円、多面的機能支払補助金１６２万、めくっていただき

まして、農業次世代人材投資資金給付事業負担金９００万円、ふるさとものづくり支

援事業補助金１,０７７万円でございます。 

 同款、同項、４目茶業振興費１,３３４万４,０００円でございます。 

 主なものが１９節負担金補助及び交付金で１,１９１万１,０００円。出品茶推進委

員会補助金が２００万円、地域ブランド育成支援事業補助金１５０万円、茶園環境改

善事業補助金１７６万円、共同製茶等省力化推進事業補助金４８７万９,０００円、

茶源郷交流エリア茶文化発信まちづくり事業助成金１５０万円が主なものでございま

す。 

 続いて、同款、同項、６目の農業施設管理費３,８６４万５,０００円を計上させて

いただいております。 

 主なものが１１節の需用費２６４万円、そのうち光熱水費が２５５万円、１３節の

委託料６０５万９,０００円、大きなものが測量設計業務委託料５７７万４,０００円。 

 ８５ページ、８６ページをお願いいたします。 

 １５節の工事請負費として、ガラスハウス移設・改修、舗装改良工事として２,８

００万円計上させていただいているところでございます。 

 同款、２項林業費、１目林業総務費として７１６万７,０００円。 

 これにつきまして、主なものは職員人件費、並びに１９節の負担金補助及び交付金

ということで２１２万８,０００円、そのうち和束町森林組合助成金として２００万
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円でございます。 

 同款、同項、２目林業振興費２,３９１万円を計上させていただいております。 

 主なものが１３節の委託料１,８７８万４,０００円、そのうち松くい虫防除委託料

として３９０万９,０００円、豊かな森を育てる府民税市町村交付金事業に係る委託

料ということで２０５万円。 

 めくっていただきまして８７ページ、８８ページ、湯船森林公園使用料等徴収事務

業務委託料１５０万円、それと、ＭＴＢコースのメンテナンス委託料４２０万円、野

猿追い払い・捕獲業務委託料として１３８万４,０００円が主なものでございます。

また、今回２５節の積立金といたしまして２６７万円、豊かな森を育てる基金積立金

として予算化をさせていただいております。 

 ６款商工費、１項商工費、１目商工振興費で３,４６５万円を計上させていただい

ております。 

 主なものが１９節負担金補助及び交付金ということで３,４６３万円、そのうち商

工会助成金として５００万円、和束町雇用促進事務費負担金として１,２２９万円４,

０００円、お茶の駅構想プロジェクト雇用促進助成金４００万円、同じくお茶の駅構

想プロジェクト茶源郷和束ＰＲ事業助成金２４０万円、めくっていただきまして、同

じくお茶の駅構想プロジェクト交流拠点設備助成金７００万円が主なものでございま

す。 

 同款、同項、２目観光費１億５３万６,０００円を計上させていただいております。 

 主なものが１３節の委託料ということで２,３７０万６,０００円、ＭＴＢ推進事業

委託料で４１３万円、観光案内所管理運営委託料として５１８万３,０００円、広域

観光推進業務委託料として９７９万３,０００円、茶文化情報発信インバウンド観光

事業委託料として４６０万円、１５節の工事請負費で６,６２５万６,０００円、これ

につきましては、湯船ＭＴＢＬＡＮＤ整備工事でございます。 

 １８節の備品購入費として２６９万８,０００円、ゴルフカートの車両購入費でご
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ざいます。１９節負担金補助及び交付金として４２９万２,０００円、主なものがお

茶の京都ＤＭＯ負担金１８８万７,０００円。 

 めくっていただきまして、９１ページ、９２ページ、新規事業になりますが、京都

Ｒe-Ｓearch実行委員会負担金５０万円を計上させていただいているところでござい

ます。 

 ７款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費で３,３８３万１,０００円を計上さ

せていただいております。 

 歳出の主なものにつきましては、職員人件費並びに１８節の備品購入費ということ

で１５１万３,０００円、公用自動車購入費１５０万円を計上させていただいており

ます。 

 ９３ページ、９４ページをお願いいたします。 

 同款、同項、２目の道路維持費９４４万２,０００円を計上させていただいており

ます。 

 主なものが７節の賃金１１４万６,０００円、町道管理作業員賃金、１３節の委託

料４１５万１,０００円、そのうち測量設計業務委託料が３００万円、１５節工事請

負費１００万円、町道修繕工事、１６節の原材料費２４５万円、主なものが町道補修

材料費２００万円でございます。 

 同款、同項、３目の道路新設改良費１億１,８３４万２,０００円計上させていただ

いております。 

 主なものが委託料ということで、３８０万円、そのうち、橋りょう点検調査業務委

託料が３００万円、１５節の工事請負費１億１,３００万円の工事請負費を計上させ

ていただいております。 

 ９５ページ、９６ページをお願いいたします。 

 同款、５項住宅管理費、１目の住宅管理費で８２６万円計上させていただいており

ます  
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 主な歳出でございますが、職員人件費並びに１１節の需用費ということで、２１７

万円、そのうち修繕費で１５０万円計上させていただいています。 

 ８款消防費、１項消防費、１目常備消防費１億４,５５０万６,０００円計上させて

いただいております。 

 主なものが１９節の負担金補助及び交付金ということで１億４,５４９万６,０００

円、これにつきましては、相楽中部消防組合の負担金でございます。 

 同款、同項、２目非常備消防費２,９９２万２,０００円。 

 歳出の主な内容が、１節の報酬で４７４万７,０００円、うち消防団員報酬が４７

０万１,０００円、８節の報償費４８０万５,０００円ということで、退職報奨金とし

て４５０万円。めくっていただきまして、９７ページ、９８ページの９節の旅費でご

ざいます。２１８万４,０００円、費用弁償でございます。 

 １８節備品購入費として６３５万円を計上し、そのうち小型動力ポンプ付積載の軽

消防自動車で６００万円の予算を計上しております。 

 また、１９節の負担金補助及び交付金といたしまして８２６万円、内訳といたしま

して、公務災害補償等共済掛金５８４万円、消防団運営経費助成金２１９万７,００

０円でございます。 

 同款、同項、５目災害対策費１,２７４万２,０００円。 

 これにつきましては、めくっていただきまして、１３節委託料７０９万２,０００

円。主なものが防災マップ作成業務委託料２００万円、防災無線保守委託料が４９８

万６,０００円。１９節の負担金補助及び交付金で３４３万５,０００円。木造住宅耐

震改修事業補助金３３０万円でございます。 

 ９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費で２億６,１６９万３,０００円計

上させていただいております。 

 これにつきましては、１９節負担金補助及び交付金で２億６,１６９万３,０００円

でございます。 
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 続いて、１０款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費、１目道路橋りょう施設

災害復旧費ということで６,６６０万３,０００円を計上させていただいております。 

 １０１ページ、１０２ページをお願いします。 

 主なものが１５節の工事請負費で６,６５０万円、道路橋りょう災害復旧工事費で

ございます。 

 １１款公債費、１項公債費、１目元金、本年度３億６,３４５万１,０００円計上さ

せていただいております。 

 ２３節の償還金利子及び割引料ということで３億６,３４５万１,０００円、内訳と

いたしまして町債償還元金３億１,１５０万円、町債繰上償還元金として５,１９５万

１,０００円計上させていただいております。 

 同款、同項、２目の利子ということで、本年度予算額１,７１６万５,０００円。 

 ２３節の償還金利子及び割引料ということで１,７１６万５,０００円、内訳といた

しまして町債償還利子１,６１６万５,０００円、一時借入金利子１００万円を計上さ

せていただいているところでございます。 

 １０４ページから１０５ページにつきましては、給与費明細書を載せさせてもらっ

ておりますので、後ほどお目通しいただきますよう、よろしくお願いします。 

 １０６ページをお願いいたします。 

 債務負担行為で平成３２年度以降にわたるものについての平成３０年度末までの支

出額又は支出額の見込み及び平成３１年度以降の支出予定額等に関する調書でござい

ます。 

 事項、新総合計画策定事業、限度額４６４万２,０００円、平成３１年度以降の支

出予定額、平成３１年度から平成３２年度まで４６４万２,０００円、左の財源内訳

につきましては、一般財源４６４万２,０００円、戸籍システムクラウド化事業、限

度額３,７６１万１,０００円、平成３１年度以降の支出予定額、平成３１年度から平

成３６年度まで３,７６１万１,０００円、左の財源内訳につきましても、一般財源３,
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７６１万１,０００円でございます。 

 １０７ページをお願いいたします。 

 町債の平成２９年度末における現在高並びに平成３０年度末及び平成３１年度末に

おける現在高の見込みに関する調書でございます。 

 区分、平成２９年度末現在高、平成３０年度末現在高見込額、平成３１年度中増減

見込みとして、平成３１年度中起債見込額、平成３１年度中元金償還見込額、平成３

１年度末現在高見込額の順に申し上げます。 

 １、普通債、２２億５,７９０万３,０００円、２３億５,９４０万７,０００円、３

億１,７１０万円、２億１,６８１万５,０００円、２４億５,９６９万２,０００円。 

 ２、災害復旧、１億１２８万６,０００円、１億４,３５９万３,０００円、２,７２

０万円、１,５１６万９,０００円、１億５,５６２万４,０００円。 

 ３、その他といたしまして、１２億４,６７７万２,０００円、１１億９,３８２万

６,０００円、６,６００万円、１億３,１４６万７,０００円、１１億２,８３５万９、

０００円。 

 合計でございます。３６億５９６万１,０００円、３６億９,６８２万６,０００円、

４億１,０３０万円、３億６,３４５万１,０００円、平成３１年度末現在高見込額合

計につきましては、３７億４,３６７万５,０００円となります。 

 以上でございます。 

○委員長（吉田哲也君） 

 説明の途中ですが、ただいまから午後１時３０分まで休憩といたします。 

休憩（午前１１時２４分～午後１時３０分） 

○委員長（吉田哲也君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。説明を続けます。総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 それでは、続きまして、議案第３号、平成３１年度和束町湯船財産区特別会計予算
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について説明申し上げます。 

 議案書のほうよろしくお願い申し上げます。 

 議案第３号 

平成３１年度和束町湯船財産区特別会計予算 

 平成３１年度和束町湯船財産区特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５０５万円と定める。 

 第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳

出予算」による。 

                          平 成 ３ １ 年 ３ 月 ５ 日 提 出 

                          和束町長  堀  忠 雄 

 １枚おめくりいただきまして、第１表 歳入歳出予算でございます。 

 まず、歳入でございます。 

 １款財産収入、２,０００円。 

 ３款繰入金、３９９万８,０００円。 

 ４款繰越金、５０万円。 

 ５款諸収入、５５万円。 

 歳入合計が５０５万円。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １款管理会費、２２万８,０００円。 

 ２款総務費、４６２万２,０００円。 

 ４款予備費、２０万円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額の５０５万円でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書、資料Ｎｏ.３でございますが、平成３１年度和

束町湯船財産区特別会計予算をお願いいたします。 
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 １ページから４ページまでにつきましては、重複しますので省略させていただきた

いと思います。 

 ５ページ、６ページをお願いいたします。 

 主なもののみの説明とさせていただきます。 

 最初に、歳入でございます。 

 ３款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、本年度予算３９９万８,

０００円。１節の財政調整基金繰入金でございます。 

 ４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金で５０万円の予算を計上させていただいてお

ります。 

 前年度繰越金でございます。 

 ５款諸収入、２項雑入、１目雑入５４万９,０００円。 

 これにつきましては、１節の雑入ということで、マウンテンバイクラウンドの土地

利用料等の金額５４万９,０００円を計上させていただいているところでございます。 

 続きまして、７ページ、８ページをお願いいたします。 

 続いて、歳出でございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費３６２万９,０００円の計上でござ

います。 

 主なものといたしましては、一般職員の職員人件費並びに１１節の需用費というこ

とで、１００万７,０００円を計上させていただいております。 

 主なものが、光熱水費４４万２,０００円、修繕費２５万円でございます。 

 同款、同項、２目財産管理費９９万３,０００円。 

 主なものにつきましては、７節賃金、山林保育作業員分ということで３７万５,０

００円を計上させていただいております。 

 また、１３節委託料といたしまして２３万４,０００円。山林保育委託料でござい

ます。 



― 42 ― 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

 なお、他の特別会計につきましては、担当課長より説明申し上げますので、よろし

くお願い申し上げます。 

○委員長（吉田哲也君） 

 細井税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 それでは、私から議案第４号のご説明申し上げます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第４号 

平成３１年度和束町国民健康保険特別会計予算 

 平成３１年度和束町国民健康保険特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６億８,７６０万円、

直営診療施設勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億４５０万円と

定める。 

 第２項 事業勘定及び直営診療施設勘定の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分

ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （一時借入金） 

 第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は、事業勘定及び直営診療施設勘定それぞれ５,０００万円と定める。 

 （歳出予算の流用） 

 第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用。 
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                          平 成 ３ １ 年 ３ 月 ５ 日 提 出 

                          和束町長  堀  忠 雄 

 第１表 歳入歳出予算でございます。 

 まず、歳入から申し上げます。 

 １款国民健康保険税、１億４,１１１万７,０００円。 

 ２款使用料及び手数料、１０万円。 

 ４款府支出金、５億６６１万６,０００円。 

 ５款財産収入、１,０００円。 

 ６款繰入金、３,８９１万１,０００円。 

 ７款繰越金、１,０００円。 

 ８款諸収入、８５万４,０００円。 

 歳入合計６億８,７６０万円。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １款総務費、２９６万円。 

 ２款保険給付費、４億８,４３８万円。 

 ３款国民健康保険事業費納付金、１億８,２７６万５,０００円。 

 ４款共同事業拠出金、１,０００円。 

 ６款保健事業費、１,２０６万１,０００円。 

 ７款公債費、３万円。 

 ８款諸支出金、４０万３,０００円。 

 めくっていただきまして、９款予備費、５００万円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同じく６億８,７６０万円でございます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.４、予算に関する説明書により説明させていただきます。 

 １ページから４ページの総括は重複しますので省略させていただきます。 

 また、主なもののみの説明とさせていただきます。 
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 まず、５ページ、６ページをお願いいたします。 

 最初に歳入でございます。 

 １款国民健康保険税、１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税、１

億４,１０７万４,０００円でございます。 

 主なものといたしまして、１節医療給付費分の現年課税分が９,０２４万８,０００

円、２節後期高齢者支援金分の現年課税分が３,１４０万１,０００円。 

 ３款介護納付金分の現年課税分が１,０９７万５,０００円でございます。 

 続きまして、４款府支出金、２項府補助金、１目保健給付費等５億６６１万６,０

００円。 

 内訳といたしまして、１節の普通交付金で４億８,０１３万２,０００円、２節の特

別交付金で２,６４８万４,０００円。その内訳といたしまして、保険者努力支援分と

して２０３万１,０００円。府繰入金として２,１５５万５,０００円。特定健康診査

等負担金で２００万円でございます。 

 ６款繰入金、２項一般会計繰入金、１目保健基盤安定繰入金（保険税軽減分）とし

て１,７４５万５,０００円。２目保健基盤安定繰入金（保険者支援分）として１,２

２５万円。 

 めくっていただきまして、５目の財政安定化支援事業繰入金２９０万６,０００円

でございます。 

 続きまして、歳出、９ページ、１０ページからお願いいたします。 

 ２款保険給付費、１項療養諸費、１目の一般被保険者療養給付費４億１,１１０万

３,０００円でございます。 

 同款、同項、３目一般被保険者療養費４００万円でございます。 

 めくっていただきまして、１１ページ、１２ぺージでございます。 

 同款、２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費６,５００万円。 

 同款、４項出産育児諸費、１目出産育児一時金１６８万円。４人分を見込んでおり
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ます。 

 めくっていただきまして、１３ページ、１４ページ。 

 ３款国民健康保険事業費納付金、１項医療給付費分、１目一般被保険者医療給付費

分で１億２,１８０万円。 

 同款、２項後期高齢者支援金等分、１目一般被保険者後期高齢者支援金等分で４,

１９４万４,０００円。 

 同款、３項介護納付金分、１目介護納付金分で１,９０１万９,０００円。 

 続きまして、６款保健事業費、１項保健事業費、１目疾病予防費で７４８万７,０

００円。 

 内訳といたしまして、主なものとしましては、１３節の委託料で６４４万９,００

０円、こちらにつきましては、人間ドック検査委託料で５６８万１,０００円。がん

検診と同時実施分の特定健康診査委託料として７６万８,０００円でございます。 

 また、同款、２項特定健康診査等事業費で、１目特定健康診査等事業費４３５万,

９０００円でございます。 

 主なものといたしましては、１３節の委託料４００万９,０００円でございます。

特定健康診査の委託料となっております。 

 最後に１９ページでございます。 

 町債の平成２９年度末における現在高並びに平成３０年度末及び平成３１年度末に

おける現在高の見込みに関する調書でございます。 

 区分、国民健康保険広域化等支援事業、平成２９年度末現在高４００万円、平成３

０年度末現在高見込額０、以降平成３１年度増減見込み、平成３１年度末現在高見込

み、いずれも０でございます。 

 以上、平成３１年度和束町国民健康保険特別会計事業勘定の説明をさせていただき

ました。直営診療施設勘定につきましては、診療所事務長と説明を交代させていただ

きます。 
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 以上、よろしくお願いいたします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 国民健康保険診療所事務長。 

○診療所事務長（久保順一君） 

 続きまして、私の方からは議案第４号 平成３１年度和束町国民健康保険特別会計

予算（直営診療施設勘定）につきまして説明させていただきます。 

 なお、議案の内容につきましては、先に税住民課長が申し上げましたので、省略さ

せていただきます。 

 議案書の３枚目でございます。 

 第１表 歳入歳出予算について説明させていただきます。 

 １．歳入。 

 １款診療収入、６,７２８万５,０００円。 

 ２款使用料及び手数料、４７万円。 

 ５款繰越金、８０万円。 

 ６款繰入金、２,８００万円。 

 ７款財産収入、１,０００円。 

 ８款諸収入、７９４万４,０００円。 

 歳入合計、１億４５０万円でございます。 

 めくっていただきまして、歳出のほうでございます。 

 １款総務費、７,００９万８,０００円。 

 ２款医業費、３,４１８万９,０００円。 

 ３款公債費、１万３,０００円。 

 ５款予備費、２０万円。 

 歳出合計は、歳入合計と同じく１億４５０万円でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書につきまして説明させていただきます。 
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 総括は省略させていただきまして、５ページ、６ページでございます。 

 主なもののみ説明させていただきます。 

 歳入のほうでございます。 

 １款診療収入、２項外来収入、７目後期高齢者医療保険診療報酬収入でございます。

現年度分として３,５００万円ということでございます。 

 ６款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金２,８００万円です。一般

会計の繰入金でございます。 

 ８款諸収入、２項受託収入、１目検診等受託収入で７６２万３,０００円計上させ

ていただいております。 

 ちょっと飛ばして、歳出のほうでございます。 

 ９ページ、１０ページでございます。 

 １款総務費、１項一般管理費、１目一般管理費として６,９８２万４,０００円。 

 主なものとしましては職員等の人件費。 

 そして、１１節需用費２５１万２,０００円。主なものとしまして、修繕費の８９

万円。１３節委託料として３３０万３,０００円。主なものとしては、診療所医師派

遣業務委託料として１４５万２,０００円でございます。 

 めくっていただきまして、２款医業費、１項医業費、３目医薬品衛生材料費として

２,８００万円。 

 これは１１節の需用費、医療材料費としまして２,８００万円でございます。 

 １３ページから１５ページにつきましては、職員の給与明細等が載せてありますん

で、後ほど、お目通しのほうよろしくお願いいたします。 

 以上で説明はさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 
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 それでは、私のほうからは、議案第５号、平成３１年度和束町簡易水道特別会計及

び議案第６号、平成３１年度和束町下水道特別会計について説明させていただきます。 

 議案書をおめくりください。 

 議案第５号 

平成３１年度和束町簡易水道事業特別会計予算 

 平成３１年度和束町簡易水道事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億１,１９０万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

 （地方債） 

 第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことのできる地方債の起

債の目的は限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」に

よる。 

 （一時借入金） 

 第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最

高額は、５,０００万円と定める。 

                          平 成 ３ １ 年 ３ 月 ５ 日 提 出 

                          和束町長  堀  忠 雄 

 おめくりいただきまして、第１表、歳入歳出予算でございます。 

 歳入から。 

 １款使用料及び手数料、７,９１８万２,０００円。 

 ２款分担金及び負担金、１５１万２,０００円。 

 ３款国庫支出金、４,６５０万８,０００円。 

 ５款繰入金、５,３６４万１,０００円。 



― 49 ― 

 ６款繰越金、６５５万円。 

 ７款諸収入、２００万７,０００円。 

 ８款町債、１億２,２５０万円。 

 歳入合計、３億１,１９０万円。 

 歳出でございます。 

 １款総務費、４,８８７万７,０００円。 

 ２款施設費、１億６,９８２万６,０００円。 

 ３款公債費、９,２１９万７,０００円。 

 ４款予備費、１００万円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 おめくりいただきまして、第２表 地方債でございます。 

 起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法について、読み上げの説明を

させていただきます。 

 起債の目的：水道施設整備事業、限度額１億２,２５０万円、起債の方法：証書借

り入れ又は証券発行。利率：年５％以内（ただし、利率見直し方式で借り入れる政府

資金及び地方公共団体金融機構資金等について、利率の見直しを行った後においては、

当該見直し後の利率）とする。償還の方法：政府資金については、その融資条件によ

り、銀行その他の場合にはその債権者と協定するものによる。ただし、町財政の都合

により据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還もしくは低利に借り換えするこ

とができる。 

 それでは、予算に関する説明書、Ｎｏ.５より説明させていただきます。 

 おめくりいただきまして、５ページでございます。 

 歳入のほうから、主なものを説明させていただきます。 

 １款使用料及び手数料、１項使用料、１目水道使用料でございます、７,９１２万

６,０００円、主に現年度分の水道使用料でございます。 
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 ３款国庫支出金、１項国庫補助金、１目施設費国庫補助金でございます、生活基盤

施設耐震化等交付金４,６５０万８,０００円でございます。 

 ５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金でございます。一般会計よ

り５,３６４万１,０００円繰り入れさせていただきます。 

 おめくりいただきまして、８款町債、１項町債、１目施設費、水道施設整備事業債

として１億２,２５０万円を繰り入れます。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 こちらのほうも、主なもののみの説明とさせていただきます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費４,８８７万７,０００円。 

 主なものとしましては、１１節光熱費５８５万円、修繕費等５８２万３,０００円、

医薬材料費１７４万円、１２節役務費、通信運搬費として２７７万１,０００円。 

 １３節委託料。主なものとしまして、水道検針業務の委託料１１０万円でございま

す。 

 おめくりいただきまして、水道メーターの交換業務委託費として１８５万６,００

０円。浄水場ろ過機器の点検清掃委託料として１８１万円。中央監視システム等保守

点検業務委託として１００万円。 

 ２款施設費、１項施設費、１目施設費、主なものとしましては、１３節総合簡易水

道整備工事設計業務委託として８４１万５,０００円。工事請負費として１億６,０６

１万１,０００円、簡易水道統合整備に係る工事費でございます。 

 ３款公債費、１項公債費、１目元金、償還金利の元金の償還金として７,１８９万

７,０００円。 

 ２目の利子として、利子及び割引料１,９８０万円でございます。 

 おめくりいただきまして、給与明細等につきましては省略させていただきます。 

 １６ページ、町債の平成２９年度末における現在高並びに平成３０年度末及び平成

３１年度末における現在高の見込みに関する調書でございます。 
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 区分、平成２９年度末現在高、平成３０年度末現在高見込額、平成３１年度中増減

見込み、平成３１年度中の起債見込額、平成３１年度中元金償還見込額、平成３１年

度現在高見込額という順で説明させていただきます。 

 簡易水道整備事業債、１５億８,０２９万８,０００円。１億２,２５０万円。７,１

８９万７,０００円。１６億３,０９０万１,０００円。合計も同じでございます。 

 続きまして、議案第６号、平成３１年度和束町下水道事業特別会計予算についての

説明をさせていただきます。 

 議案第６号 

平成３１年度和束町下水道事業特別会計予算 

 平成３１年度和束町下水道事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億５,１５０万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

 （地方債） 

 第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことのできる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」に

よる。 

 （一時借入金） 

 第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最

高額は、５,０００万円と定める。 

                          平 成 ３ １ 年 ３ 月 ５ 日 提 出 

                          和束町長  堀  忠 雄 

 おめくりいただきまして、第１表 歳入歳出予算でございます。 

 １款分担金及び負担金、１１０万円。 
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 ２款使用料及び手数料、３,０２８万４,０００円。 

 ３款国庫支出金、１,２２７万２,０００円。 

 ５款繰入金、１億４,４９４万円。 

 ６款繰越金、２００万円。 

 ７款諸収入、４,０００円。 

 ８款町債、６,０９０万円。 

 歳入合計、２億５,１５０万円でございます。 

 歳出でございます。 

 １款総務費、１,４７７万１,０００円。 

 ２款管理費、６,６８２万３,０００円。 

 ４款公債費、１億６,９４０万６,０００円。 

 ５款予備費、５０万円。 

 歳出合計につきましても歳入合計と同額となっております。 

 おめくりいただきまして、第２表 地方債でございます。 

 起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法でご説明させていただきます。 

 起債の目的：下水道事業、特定環境保全公共下水道事業債、限度額：１,７３０万

円、起債の方法：証書借入又は証券発行、利率：年５％以内（ただし、利率見直し方

式で借り入れる政府資金及び地方公共団体金融機構資金等について、利率の見直しを

行った後においては、当該見直し後の利率）、償還の方法：政府資金については、そ

の融資条件により、銀行その他の場合にはその債権者と協定するものによる。ただし、

町財政の都合により、据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還もしくは低利に

借り換えすることができる。 

 下水道事業、資本費平準化債４,３６０万円。 

 起債の方法、利率、償還の方法は同様でございます。 

 合計６,０９０万円。 
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 それでは、資料Ｎｏ.６をお開きください。 

 同じく、こちらも５ページからお願いいたします。 

 主なもののみの説明とさせていただきます。 

 歳入です。 

 ２款使用料及び手数料、１項使用料、下水道使用料３,０２４万３,０００円。現年

の下水道使用料でございます。 

 ３款、国庫支出金、下水道事業費国庫補助金、１節下水道事業国庫補助金でござい

ます、１,２２７万２,０００円。 

 ５款繰入金、一般会計繰入金、一般会計より１億４,４９４万円を繰り入れさせて

いただきます。 

 おめくりいただきまして、８款町債、１項町債、１目下水道事業債、６,０９０万

円。 

 主なものとしましては、特定環境保全公共下水道事業債１,７３０万円、資本費平

準化債４,３６０万円でございます。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費でございます。主なものは、職員の

人件費、公課費として２１９万６,０００円、消費税でございます。 

 ２款管理費、１項施設管理費、１目処理場管理費でございます。５,２３８万円の

うち、主なものとして、需用費で、光熱水費が３７７万８,０００円、修繕費が１１

４万円。１２節役務費２０万７,０００円、１３節委託料３,０９５万５,０００円。

主なものとしましては、工事設計委託料が５５０万円、処理場運転管理等委託料１,

９４４万円でございます。 

 おめくりいただきまして、同款施設管理費、２目管渠管理費１,４４３万円。主な

ものとしましては、需用費の光熱水費２２９万２,０００円、修繕費の１６６万５,０

００円、環境工事費の工事請負費として、１５節の工事請負費として８９９万６,０



― 54 ― 

００円。 

 ４款公債費、１項公債費、元金が、２３節償還金利子及び割引料として１億４,０

２７万５,０００円。利子としまして、２,９１３万１,０００円でございます。 

 おめくりいただきまして、職員の給与明細を飛ばさせていただきまして、町債の平

成２９年度末における現在高並びに平成３０年度末及び平成３１年度末における現在

高の見込みに関する調書でございます。 

 区分、平成２９年度末現在高、平成３０年度末現在高見込額、平成３１年度中増減

見込み、平成３１年度中起債の見込額、平成３１年度中元金償還見込額、平成３１年

度末現在高見込額で説明させていただきます。 

 下水道事業債、１９億２,８６５万８,０００円、１８億３,８４７万５,０００円。

６,０９０万円、１億４,０２７万５,０００円、１７億５,９１０万円、計も同額でご

ざいます。 

 以上、簡易水道事業特別会計及び下水道事業特別会計予算の説明とさせていただき

ます。 

 審議の上ご承認いただきますようよろしくお願いいたします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 予算の説明をさせていただく前に資料の訂正のほうをお願いいたします。 

 後ほど説明させていただきます予算に関する説明書、資料Ｎｏ.７でございます。

予算名のほう、和束町介護保険特別会計補正予算となっております。補正のほう削除

していただきますようお願いいたします。 

 これにつきましては、保険事業勘定、サービス勘定両方でございます。ここにおわ

びし訂正いたします。 

 それでは、私のほうからは議案第７号、平成３１年度和束町介護保険特別会計予算



― 55 ― 

について説明をさせていただきます。 

 議案書をおめくりください。 

 議案第７号 

平成３１年度和束町介護保険特別会計予算 

 平成３１年度和束町介護保険特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 保険事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６億７０万円、

介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８８０万円と

定める。 

 ２ 保険事業勘定及び介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の款項の区分及び当該

区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （一時借入金） 

 第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による保険事業勘定の一時借入金

の借り入れの最高額は、６,０００万円と定める。 

 （歳出予算の流用） 

 第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

                          平 成 ３ １ 年 ３ 月 ５ 日 提 出 

                          和束町長 堀   忠 雄 

 １枚おめくりいただきまして、第１表 歳入歳出予算。 

 １．歳入でございます。 

 １款保険料、１億２,２５９万９,０００円。 

 ２款使用料及び手数料、１,０００円。 
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 ３款国庫支出金、１億４,４０７万８,０００円。 

 ４款支払基金交付金、１億５,６８７万６,０００円。 

 ５款府支出金、８,９３９万７,０００円。 

 ６款財産収入、１,０００円。 

 ７款繰入金、８,７７４万２,０００円。 

 ８款諸収入、５,０００円。 

 ９款繰越金、１,０００円。 

 歳入合計６億７０万円。 

 ２．歳出でございます。 

 １款総務費、８,２７０万円。 

 ２款保険給付費、５億５,９２８万６,０００円。 

 ４款地域支援事業費、３,２００万１,０００円。 

 ５款基金積立金、１,０００円。 

 ６款公債費、５万円。 

 ７款諸支出金、７２万円。 

 ８款予備費、３７万２,０００円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.７、予算に関する説明書のほうをお開きください。 

 １ページから４ページまでにつきましては総括でございますので、省略させていた

だきまして、５ページをお開きください。 

 歳入でございます。主なもののみ説明させていただきます。 

 １款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料、１億２,２５９万９,０

００円。１節の現年度分の特別徴収保険料１億１,７１１万１,０００円、２節の現年

度分普通徴収保険料５２３万８,０００円が主なものとなっております。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金９,７０２万７,０００円。 
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 現年度分の負担金でございます。 

 ３款国庫支出金、２項国庫補助金、１目調整交付金３,８７８万１,０００円でござ

います。 

 これにつきましても、現年度分の調整交付金でございます。 

 主なものとして３,８７８万１,０００円でございます。 

 ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金１億５,１００

万円。 

 主なものとしましては、１節現年度分で１億５,１００万円、現年度分の介護給付

費の交付金でございます。 

 ５款府支出金、１項府負担金、１目介護給付費負担金８,４７３万２,０００円。 

 これにつきましても、現年度分の介護給付費の負担金でございます。 

 めくっていただきまして、７ページでございます。 

 ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金６,９９０万５,０００円。 

 これにつきましては、介護給付費の繰入金ということで介護給付に係る法定割合分

でございます。 

 同款、同項、６目低所得者保険料軽減事業繰入金４５３万６,０００円。 

 １節の低所得者保険料の軽減事業繰入金で、低所得者に対する保険料の軽減に係る

繰り入れとなっております。 

 おめくりいただきまして、９ページをお願いします。 

 歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、３９８万２,０００円。 

 主なものといたしましては、１３節の委託料２３０万円。これにつきましては、第

８期計画に係る基礎調査の委託料となっております。 

 １９節負担金補助及び交付金８４万８,０００円。これにつきましては、介護保険

システムに係る電算の経費となっております。 
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 同款、３項介護認定審査会費、１目認定審査等費２４６万円。 

 主なものといたしましては、７節賃金、これにつきましては、認定調査員の認定に

係る賃金になっております。 

 １２節役務費１４０万９,０００円。 

 主なものとしては手数料で、これにつきましては、主治医の意見書作成に係る手数

料となっております。 

 １９節負担金補助及び交付金１５６万６,０００円。 

 これにつきましては、相楽の認定審査会に係る開設の費用でございます。 

 おめくりいただきまして、１１ページでございます。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費２億１,

２４１万５,０００円。 

 １９節負担金補助及び交付金で、主なものといたしまして、在宅サービスに係る保

険給付費でございます。 

 同款、同項、３目地域密着型介護サービス給付費２６７万円。 

 これにつきましては、小規模デイサービス事業所の利用に係る保険給付費となって

おります。 

 同款、同項、５目施設介護サービス給付費２億５,２００万円。 

 これにつきましては、特養老健療養型の介護施設に係る費用となっております。 

 同款、同項、９目居宅介護サービス計画給付費２,２５５万円１,０００円。 

 これにつきましては、要介護認定者へのケアマネジメントの費用となっております。 

 おめくりいただきまして、１３ページ。 

 同款、２項介護要望サービス等諸経費、１目介護予防サービス給付費９００万円。 

 これにつきましては、要支援認定者の保険給付費となっております。 

 おめくりいただきまして、１５ページ。 

 同款、４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費１,２００万円。 
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 これにつきましては、所得段階に応じた負担限度額以上に支払った場合に適用され

る返戻の給付に当たるものでございます。 

 同款、５項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス費３,９５

０万円。 

 これにつきましては、国の基準に定められた所得以下の施設利用者に係る食費・居

住費の軽減分を負担するものでございます。 

 おめくりいただきまして、１７ページ。 

 ４款地域支援事業費、１項介護予防生活支援サービス事業費、１目介護予防生活支

援サービス事業費１,２０２万円。 

 主なものといたしましては、１９節の負担金補助及び交付金、要支援者と事業対象

者に係るヘルパー・デイ等の給付の費用となっております。 

 おめくりいただきまして、１９ページでございます。 

 同款、２項一般介護予防事業費、１目一般介護予防事業費４３４万６,０００円。 

 主なものといたしまして、１３節委託料。 

 これにつきましては、いきいき元気塾、すこやかファイト教室、シニアライフサポ

ート学級などの予防事業の委託料で４２１万５,０００円計上させていただいており

ます。 

 おめくりいただきまして、２１ページでございます。 

 同款、３項包括的支援事業任意事業費、７目生活支援体制整備事業費２４０万円。 

 これにつきましては、生活支援コーディネータの委託料ということで社会福祉協議

会のほうに委託しております２４０万円でございます。 

 ２５ページ以降につきましては、給与明細となりますので、後ほどお目通しいただ

きますようお願いいたします。 

 続きまして、議案書のほう戻っていただきまして、サービス事業勘定でございます。 

 まず、歳入でございます。 
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 第１表 歳入歳出予算。 

 歳入。 

 １款サービス収入、３３５万４,０００円。 

 ２款繰入金、５４４万６,０００円。 

 歳入合計８８０万円。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、７７７万５,０００円。 

 ２款事業費、９０万１,０００円。 

 ３款予備費、１２万４,０００円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.７、介護保険特別会計予算、サービス事業勘定でございま

す。 

 １ページから４ページまでは総括でございますので省略させていただきます。５ペ

ージをお開きください。 

 歳入でございます。 

 １款サービス収入、１項予防給付費収入、１目居宅支援サービス計画費収入３３５

万４,０００円。 

 これにつきましては、居宅支援サービスの介護予防のケアマネジメント料になるも

のでございます。 

 おめくりいただきまして、７ページ、歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費７７７万５,０００円。 

 主なものといたしましては、職員人件費と１８節備品購入費で１４８万１,０００

円。 

 これにつきましては、地域包括支援システムのパソコンが耐用年数がもう過ぎてお

りますので、新システムに購入をしかえるものでございます。 
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 ２款事業費、１項居宅介護支援事業費、１目居宅介護支援事業費９０万１,０００

円。 

 これにつきましては、民間事業所に委託しております予防計画のケアマネジメント

料ということになっております。 

 ９ページ以降につきましては給与費明細になりますので、後ほどお目通しいただき

ますようお願いいたします。 

 私のほうからは以上となります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 細井税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 続きまして、議案第８号につきましてご説明申し上げます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第８号 

平成３１年度和束町後期高齢者医療特別会計予算 

 平成３１年度和束町後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６,９００万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

                          平 成 ３ １ 年 ３ 月 ５ 日 提 出 

                          和束町長 堀   忠 雄 

 めくっていただきまして、第１表 歳入歳出予算でございます。 

 まず、歳入から申し上げます。 

 １款保険料、４,０２５万１,０００円。 

 ２款使用料及び手数料、１万円。 
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 ３款繰入金、２,５８９万円。 

 ４款繰越金、１４万５,０００円。 

 ５款諸収入、２７０万４,０００円。 

 歳入合計、６,９００万円。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １款総務費、６０万７,０００円。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、６,２９１万６,０００円。 

 ３款保健事業費、５１０万円。 

 ４款諸支出金、２０万１,０００円。 

 ５款予備費、１７万６,０００円。 

 歳出合計は、歳入合計と同じく６,９００万円でございます。 

 続きまして資料Ｎｏ.８、予算に関する説明書により説明させていただきます。 

 １ページから４ページの総括は重複しますので省略させていただきます。また、主

なもののみの説明とさせていただきます。 

 では、５ページ、６ページをお開きいただきたいと思います。 

 歳入でございます。 

 １款保険料、１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴収保険料２,４８９万３,００

０円、現年度分でございます。 

 ２目普通徴収保険料１,５３５万８,０００円。 

 内訳といたしまして、１節現年度分が１,５２５万８,０００円、２節滞納繰越分が

１０万円でございます。 

 一つ飛ばしまして、３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金２,５

８９万円。 

 内訳といたしまして、１節事務費繰入金が５９３万１,０００円、２節保険基盤安

定繰入金が１,９９５万９,０００円でございます。 
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 ５款諸収入、４項雑入、３目雑入２４８万２,０００円でございます。 

 １節の雑入でございまして、内訳といたしましては、後期高齢者医療広域連合から

の健康診査事業費補助金が２２８万円、特別対策補助金が１２万２,０００円、市町

村連携強化事業補助金が８万円でございます。 

 めくっていただきまして７ページ、８ページの歳出でございます。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金、１目後

期高齢者医療広域連合納付金６,２９１万６,０００円。負担金補助及び交付金でござ

います。 

 ３款保健事業費、１項健康保持増進事業費、１目健康診査費５１０万円。 

 主なものといたしましては、１３節委託料で４７７万４,０００円、健診審査委託

料ということで、健診や人間ドックの委託費でございます。 

 以上で、平成３１年度和束町後期高齢者医療特別会計予算の説明とさせていただき

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 以上で、各課長による平成３１年度予算についての説明が終わりました。 

 会議の途中ですが、ただいまから午後２時４０分まで休憩いたします。 

休憩（午後２時２５分～午後２時４０分） 

○委員長（吉田哲也君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これから質疑を行いますが、質疑につきましては、最初にページ数と項目を述べて

から質問していただきますようよろしくお願いいたします。 

 それでは、質疑を行います。 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 
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 それでは、よろしくお願いいたします。 

 まず、予算の審議に入る前に、先日の町長の施政方針でも触れられておりましたけ

ども、来年度の予算を考えますと、いわゆる消費税の問題というのがやはり大きく、

それがされるかどうかで左右されていくというふうに思います。それで、まだ増税を

そのままやるのかどうかというのは、政府のほうでも決まったわけではないという状

況がありますけれども、それは一部、それも見越した予算上の対応もされてるように

思います。 

 そこで確認ですけども、そういった公共料金や、また、手数料等ですね、そういっ

た中での消費税の増税を見越したような対応っていうのはどのようにされようとして

るのか、その辺を、もし見通しがあれば答弁をお願いしたいというふうに思います。 

 それと、もう一つ町長にお聞きしたいのは、やはり今度の消費税増税というのは、

やはり住民の皆さんにとってみれば大変な負担になります。その辺、町長として、も

し増税された場合に住民生活への打撃や影響、また、地域の経済に対する影響という

ものをどのように想定されてるか、その辺ちょっと答弁いただきたいと思います。  

○委員長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 １点目でございますが、この消費税に関しましては、法律で、引き上げる法律がも

う制定されてる。ただ、施行の執行の段階ですね、特記をされてるということですか

ら、基本的には法律に基づいて処理をしていくと、こういう観点であります。  

 ２点目でありますが、これ一つ、国で議論されている内容になるわけなんですが、

私の感じているというのは、消費税を上げることによって、一つはこれ十分、いわゆ

る低所得者とか、いろんな方が配慮した中での仕組みをきちっと組み立ててもらう。

この辺のところは、私ども組織を通じて、町村会を通じての、かねてから申し上げて
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おったとこなんですが、そういう負担にならないような形の方法ということを強く申

し上げてきました。 

 もう１点、新聞等で報じられているところについてはですね、そういったところの

ところを、今、言われて、議論をされておるわけで、そういうものの制度化もされて

おります。そういったとこを十分、私たちは見据えてやっていく以外には、あとは、

国のほうで十分そういった軽減、何ていうの、低所得者にきちっと配慮して、全て国

民に平等とはいいませんが、そうしたことで考えていかなきゃならん。 

 もう一つは、やっぱり経済が、これのことによって、やっぱりこう停滞するようで

はだめ、これのところは内閣のほうでも経済の動向を見定めながら、引き上げていか

なければいけないというようなことを発表、意見を述べられておるとこを耳にしてい

るわけなんですが、今後の動きを十分注視をしてまいりたい、このように思っている

ところでございます。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 今、相変わらず評論的な話しかされないんですけどもね、この間、地域を歩いてお

りましてもですね、やはり、もし消費税が１０％になるようでしたら、ほんとに暮ら

していけないというかね、これ以上どこを削ればいいのかというような声がどこでも

聞かれるわけですね。例えば、やっぱり和束町は高齢者の方が多い町です。高齢者の

方は年金を頼みに生活をしておられます。いわゆる、そういう年金による消費という

ものが地域の経済も支えております。そういう意味でいいますと、今、政府は年金自

身はどんどん今カットしております。そこに、さらに消費税が増税されればですね、

やはり、さらにまた消費が減っていくということは、これは必至なわけですね。  

 先ほど、町長は負担がないようにっていうふうに言われましたけど、そんなことあ

り得ないわけですよ。いわゆる、低所得者、低所得者って言われますけどもね、じゃ
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あ、他の方は影響ないのかといったら、そうじゃないわけですよね。今でも大変な思

いで生活をされてるわけです。ですので、やはり、そういうことから考えましてもで

すね、はっきりと、和束町の住民の方の生活に責任を持っておられる町長として、や

はり増税は、秋の増税は中止すべきだということをちゃんと態度を表明されて、予算

の編成に当たっていただきたいというふうに思うんですけども、その辺、もう一度お

聞きします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 税の仕組み、先ほど、低所得者とこういうことを申し上げて言いましたですけども、

基本的には、ポイント制度とか、いろんなことで換金制度も入れながら、いろんな仕

組みの中で今検討されているようです。そういうことが国会で議論され決められてお

ります。 

 また、もう一つはですね、一つ、執行という意味ではですね、非常に今、今言われ

ますように、動向を見定めながらやっていく。先ほど、今、年金の中にも言われてい

ますけども、年金そのものも、今、国会で議論されておりますように、経済指標等に

影響受けてくるわけ。今、完璧に減ったかと、こういうように言われておりますが、

一時的に、今、申されました質問で。しかし、去年とことしと比べると、そういった

ものを含めて微増に、微増というんか、横ばい、数字的には上がっておる。しかし、

これ、実態的にはそんな上がったと言えるような数字ではありませんので、私は、あ

えて上がったとは言いませんが、横ばいになってきた。そういった年金そのものも、

今、国会で問題になっておりますが、そういった経済の指標等、大きく影響を受けて

決められる。その経済の指標をきちっとやっていくためにも、落ちないためにも、ポ

イント制とか還付とか、いろんな仕組みを今検討されているというふうに思っており
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ます。まさに国会で今議論されておる。消費税そのものは、もう法律が施行されてい

る。ただ、上げる上げないは、その動向の時期をきちっと見られて決められるんです

けども、この時期というのも、もう決まっております。決まっておるが、内閣が言う

てる中では、動向を見てと言うてるだけのことであって、法律はもう、時期が来たら

上げると、こういうことで。だから、今回の一般会計そのものは、やっぱりそういう

法律に基づいて制度を上げていくというのは、これ、どことの当たり前の話ですので、

これは、そういう方向でいきたいというふうに思っております。ただ、もう今となっ

たら法律そのものが廃止せいという法律がなんのか、その上げるときには、もうちょ

っと検討せいというふうになるのか、これのとこ、ちょっと質問のところが、私も、

それが、その辺のとこちょっとわからないとこあったもんですから、回答でちょっと

ちぐはぐな点があろうかと思いますが、ご理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 今言われたポイント還元は大変評判が悪いです。どれだけ、先ほど言ったような年

金暮らしの方に、そんなカードのポイント還元などができるのかなども、今でも指摘

されております。そういったことを持ち出してですね、何か政府は対策してるかのよ

うなことで、何か心配はないかのようなことを町長が言われるっていうのは大変残念

ですし、やはり、住民の皆さんの生活や地域の経済を本当に大事に思ってはるんであ

れば、やはり町長として、政府に対して中止の判断を行うように強く求めていただき

たいというふうに強く要望しておきたいと思います。 

 それで、具体的にですね、やはり私は、町としてすべきことは、仮に増税されよう

がされまいがですけども、今の８％でも大変今大きい負担になっとるわけですから、

それに対して、やはり町として手当できることはちゃんとしていくということだと思
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います。 

 具体的に言いますと、これは１２ページ、一般会計の１２ページと８０ページに関

係しますけども、先日の初日の話の中で、いわゆる広域事務組合におきまして、し尿

の手数料の値上げですね、２円分、１２６円から１２８円に消費税の分を反映して値

上げするということが言われておりました、報告で。 

 そこで、ちょっと担当課に確認したいんですけども、このことによる、いわゆるく

み取り手数料の増額分というのはどの程度になりますか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 お答えさせていただきます。 

 増額につきましては、消費税分８％から１０％になる２％分でありまして、委託料

本体については１円も値上げはございません。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 私が聞いてますのは、それでも値上げは値上げですよね。消費税が転嫁されるわけ

ですから。じゃあ、具体的に１２８円になるわけですよね。だから、本体っていうの

は１２６円のことかもしれませんけども、実際に額としては１２８円払わなくてはい

けないというふうになるわけですから、その増額分はどの程度かって聞いてるんです。 

○委員長（吉田哲也君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答え申し上げます。 

 ちょっと、今、そこらに関しての資料を持ち合わしておりませんので、また後で、
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申しわけございません、お答えさせていただきます。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 私ね、住民の方に値上げをお願いするんであればね、どれぐらい値上げになんのか

ぐらいは、やっぱりちゃんと持ってはると思うんですよね、普通。多分、前回、４年

前もですね、あのときは、１１０円だったものが１２６円に大きく値上げした年でし

た。１６円分上がったと。それで、いわゆる半期分を見るっていうことで、あのとき

多分８０万円ですね、その分を予算化するっていう話があったと思うんですけども、

ということは、その分の２円ですからね、８分の１ということですから、大体年間２

０万円ぐらいになるのかというふうには思いますけどもね。やはり、そういった、少

しの負担でも大変住民の皆さんにとっても、大変くみ取り手数料の負担って大きくな

っております。ですので、やはりそういった部分についてはですね、町として、広域

事務組合ではそれは決められたかもしれないけども、町としてそれを何らかの形で補

填をしていくということは十分可能だと思いますけども、町長、いかがですか。  

○委員長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 今ありましたように、この点についてはですね、過日の、今報告もありましたよう

に、一部事務組合の議会ですね、十分議論をいただき、そして、消費税分の値上げと

いうことに決議をいただき、一部事務組合の中でもそういう形でお願いしたとこであ

ります。そして、その分は、今、和束町で何とかと、こういうことでありますが、私

は先ほども申し上げました、一般会計の基本姿勢というのは、この分は見ました、こ

の分は見てないと、こういう形は取っておりません。先ほど申し上げましたように、
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消費税引き上げる法律はもう通っておるわけです。だから、そういう方向に基づいた

中で、一応、一応というんですか、その前提に立って全てに予算化していく、こうい

うことでありますんで、今お尋ね、その分だけそうしたらどうですかということは非

常に手法的に難しい、難しいというんですか、非常にこう、容易なことではありませ

んので、ご理解ひとつよろしくお願いします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 何も難しいことないと思いますよ。広域事務組合で、それはそれで消費税対策とし

てそうされたかもしれないけどもね。町として、それは、また町は独自のもんですか

らね。それに対して負担分について補填するというのは、別に何も難しいことじゃな

いと思うんですよね。やる気があるかどうかです。ぜひ、十分できるわけですから、

ぜひやっていただきたいと思うんですね。 

 例えば、今回、いわゆる基金の積み立てを既にされておりますよね。１億円以上の

財政調整基金は既に積み立てられてる予算になってると。これはある意味、この間の

黒字会計が出た中で、そういうこともできるというふうに思うんですけどもね、もち

ろん一定の基金を積み立てること自身は否定するもんじゃありませんけども、やはり

そういった部分について補填する、そういった予算としての力は十分あると思います

ので、そういう立場でちょっといろいろとお聞きしときたいと思うんですね。  

 それと、もう一つですね、これは例えばですけども、２４ページですね。ごみ袋の、

いわゆる負担がございます。これ確認なんですけども、ごみ袋については、消費税が

上がったとしても袋代が上がるということはありませんか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 
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 消費税上がるということにつきましては、当然税率が上がりますので、上がってい

くということでございますので、よろしくお願いします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 ごみ袋というのは、できたときから値段っていうのは変わってないんじゃないでし

ょうかね。８％になったときも、ごみ袋は上がったというふうにはなってないと思う

んですね。ただ、ということは、今回は上げられるということなのかは知りませんけ

ども、やはりごみ袋というのは毎日使うことですから、大変、どの方も必ずごみを出

されるという状況ではですね、その負担を減らすっていうことは大変多くの方に還元

をされるというふうに思うんですけども、ごみ袋自身を今、一番大きいやつで３００

円ですね、１袋。あと、２００円というふうになっておりますけども、その自身はや

はり軽減していくっていうこともね、町としてできることじゃないかというふうに思

うんですけども、その辺、町長いかがですか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい。先ほど申し上げましたように、一つはですね、先ほど、できるんでしょうと

いう話があったんですけども、これを上げてこれは上げないっていうことは、基本的

には全て一般会計はそういう基本姿勢を持っております。しかし、細かい中で今申さ

れましたように、一つ一つ、これはさっき基本姿勢ですけども、一つ一つの中には、

十分、いろんなとこで協議をしながら、そして、そういった協議の内容を重きを置い

て、それを考えを通して予算化してるものもあります。それ全部がそういう方法を取

っておりませんけども、その状況とか内容に十分議論できるものについては、中には

やってきてる経過があります。当然、そういったことも配慮しながら、また今後の動
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向も見ながら、やっぱりここのところは、一応この予算措置はそういうふうに取って

おりますけども、当然、この執行の段階でも検討していくべきものは出てくると思い

ますが、その点でご理解いただきたいと思います。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 町長は、基本的にね、国が増税を決めてるわけだから増税を前提に予算編成されて

ると思うんですね。先ほど来の話を聞いてたらね。ということは、やはり増税すれば、

どれだけ住民の方が負担になるかとか、その地域のいろんな経済というのもどんだけ

影響があるかということ当然考えてね、予算組まれてると思うんですね。しかし、先

ほど来から考えてますと、全くそういうのが見えないですね。やはり、そんときに、

じゃあ、町として何ができるかっていうことをね、全く考えずにですね、結局考えら

れてないと。言われても、それは難しいというようなことしか言われないというのは

ね、結局、増税が前提としては考えてるけれども、それによって住民生活どうなるか

っていうことをほとんど考えておられないというあらわれだというふうに思うんです

ね。そういう点では、今、２点言ったのはね、十分町としても財源的にも対応できる

という一つの例として言わせていただきましたので、そこはぜひ今後検討いただきた

いというふうに要望しておきたいと思います。 

 次にですね、これは、ページでいいますと９９ページ、もしくは、４４ページにか

かわることですけども、いわゆる、実際予算執行上は教育委員会のほうになりますけ

ども、かかわりとしては公共交通の問題にもなりますので、それに関連して質問いた

しますが、いわゆる、高校生の通学補助の問題です。昨年の予算委員会でも、このこ

とは議論さしていただきました。そのときに、町長は、いろいろ具体的な話をされま

した。どういうふうに負担を軽減すればいいか。いわゆる、高橋の、石寺の高橋と湯

船の小杉では、同じ和束町から高校に通っていくにも大変負担の隔たりがある。ここ
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をどう埋めていくかということが問題意識としてあるっていうふうに言われましたね、

最低限。それで、ぜひ担当課にも指示をして、そういった意味での改善ができるよう

にしていきたいというふうに言っておられたと思います。あれから１年たちまして、

また新しい予算を組む段階になりましたけども、今回も、結局何も変わってないんで

すね。結局これは、なぜ改善されないのか、何がネックになってるのか、それにこの

１年間もあったのに、何もなぜ変わらないのかですね、そこはどういう経過で、どう

いう検討をされて、実際に何がネックになって今回も予算化されないと。その辺ちょ

っと説明いただけますか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 この件については、第一にも考えていかなきゃならんのは、やはり路線の維持とい

うところも一つ大きな問題点としてあります。やっぱり住民の足をどうにか確保して

いくか、これが一つ大前提であります。 

 しかしながら、和束町の実態についてはですね、今ありますように、高橋から湯船

から非常に大きな差があります。こういったことも、一方では検討もしていかなきゃ

ならない。だから、第一に、前提は路線を維持する中においてですね、そして、そう

いうことも考えていこうということで、今十分それの中では、いろんな方向を検討し

ている。これはもう、前のときの課長の答弁もありますように、いろんな角度から検

討し、今、進めている、こういう。進めてというんですか、やっぱり検討事項であり

まして、なかなか路線維持というところに大きな力点を置いて考えなきゃならんとい

うところに、今申されましたように、１年もたってしまったと、こういうとこがある

というようにご理解いただきたいと思います。 

○委員長（吉田哲也君） 
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 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 路線維持を一番優先に考えたときに、この問題に踏み込めないというのはおかしい

んじゃないですか。要は、通学費が高過ぎて、ほんとは乗れるけれどもバスに乗らな

いと、送迎するということが起こってる中でね、結局客も減るわけでしょう。結局、

それが路線維持にも大きく響いてるというのは前から言ってるじゃないですか。町長

だって、それはお認めになってると思うんですよ。そうですよね。ですから、いわゆ

る、小杉からだと、まともに定期代を使ったらね、年間に２０万円以上すると、２５

万円ぐらいするというね。電車のお金もありますからね。要は、学校にたどり着くま

でに、和束の高校生っていうのは二、三十万円払ってるわけですよ。そんな異常なこ

とをまた１年放置されるわけですか、町長は。いわゆる子育て支援の、また戻ります

けど、この前の議論に。子育て支援は継続してやっていきたいと。子育てに優しい町

をつくっていくということをずっと言われてますよね。これは、去年からずっと、そ

ういう問題としての話をしてるわけですから。本来この当初予算にちゃんと間に合わ

せてね、改善するっていうのが責任じゃないですか。 

 それで、例えば、高校生は、ご存じのように、新入生も含めまして、４月に定期を

購入するんです。そのタイミングで補助が拡充されてないとなればね、送迎に流れる

ということは十分あるわけですよ。それで１年、もうバスに乗らないですよ。結局、

路線の維持云々って言いながら、結局路線の維持を困難にしてると、そういう判断が

できないからということじゃないかと思うんですね。 

 町長、この１年、また放置する気ですか。それとも、当初は間に合わなかったけれ

ども、例えば６月補正であるとか、そういった部分でもう具体化すると。具体的な案

を、案というか、そういう改善策を提起して提案するというふうに私はしていただき

たいと思うんです。そんな、これ、また来年の予算まで待てません。その辺いかがで

すか。 
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○委員長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい。この路線の維持の前提したといいますが、先ほどの原山からの以後の問題、

これも一つは独立さそうと言ったんやけど、結局はそのほうも経費がかかるというこ

とで今のままが良い、こういう状況の中で、今ご質問ありますように、早くからそう

いった問題も、問題として考えてないわけでありました。そういった大きな課題とし

て考えているわけです。どうしたらできるかということを、いろいろと今検討してき

ているということであります。検討してるけども、さっき、なぜ、もっと早くしなき

ゃならないか、これは先ほども言いましたように、まずは路線、この維持をどうして

いくかというところが非常にこう、難しい問題にも来ているわけです。今、見ていた

だきましたように、ことしの予算は３,５００万円。そうやって、補助路線にも対象

になる本数も減ってきてると、こういう問題をまずどうしようかというところが、今、

一生懸命考えているところでありまして、そうやからといって、今の問題は全然無視

してるわけやありません。当然、言われてるように、そういう質問のありました内容

というのも大きな課題として抱えている、それを、今、十分検討しているとこでもあ

る。たまたま今回のところでは出てきてないと、こういうことでご理解いただきたい

と思います。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 それをまた、そうじゃなくてね、じゃあ、それ来年のまた予算まで待てということ

ですか。そうじゃないでしょう。私が言ってますのは、６月の補正でも機会があるわ

けですから。先ほど来町長が言っておられることは、もう以前からの課題です。  

 ただ一方で、高校生の通学負担というのは、やはりまた別の問題なんですね。いわ
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ゆる、そういった和束から通うということで、和束に住んでるからね、こんだけの負

担しなくちゃ高校にも行けないと。高校の門にたどり着くまでにそんだけかかると。

それ自身が、ここから通うっていうことによって大きなリスクになってるわけです。

それ自身が、進路を選択するっていう意味でもね、それはそれで大きくかかわってく

るわけですし、それをフォローしようと思ったら、保護者だって大きな負担をしてる

わけですよ。そこを去年も議論いたしました。ですので、また１年待たせるんじゃな

くて、少なくとも、６月の補正までに一定の結論を出して示していただきたい、そう

いうことでよろしいですか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい。先ほどから何遍も答弁させていただいておりますが、やっぱり住民の足、路

線の確保をいかにやるか、これが一理置いております。これがなければ元も子もない

わけですから、やっぱりここは大事にしていかなきゃならない。そして、あるべきと

ころには努力しているわけですから、今切って約束せいと、こういうことでございま

すけども、先ほど、維持の方を前提にしますと、なかなか非常に検討も十分、いろん

な角度から検討しなきゃならんということですので、現在、検討してるということで

ご理解いただきたいと思います。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ８番、竹内委員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 それでは、３１年度の予算につきまして少し質問をさせていただきたいと思います。 

 ３６ページでございますが、町長にこれはお尋ねすることになると思いますが、新

総合計画基本構想策定業務、そして、また、その下には、和束町第２期のまち・ひ

と・しごと総合戦略策定委託料、こういった大きな予算が出ております。非常にこれ
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から、この２１世紀の半ばを迎えていくという段階におきまして、非常に変化の激し

い先の見通しですね、そういったことが非常に想定がつかないというような思いもあ

るかと思います。そういった中でのまちづくりに対しての基本構想、これは審議会を

立ち上げられてからだとは思いますが、今の段階で町長がどのようにまちづくりを進

めていきたい、方向性、基本になるような基本構想ですね、そういうことを考えてい

らっしゃる範囲で結構ですので、ちょっとお答え願いたいと思います。 

○委員長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 まず、この大きな一つは、国の段階の流れも大きく変わってきております。いわゆ

る一つの働き方改革もそうですけども、地域づくり、いわゆる地方創生、そして、地

方の未来をどうつくり上げていくか、こういったことに大きく、行政の力を入れて、

国の推進されているところである。そういう意味で考えますと、国のこういった流れ

の施策をきっちり取り入れていかなきゃならない、これが大きな流れ。今までのよう

な何々の福祉、何々事業、何々と、そうじゃなしに、国の事業の流れは非常に地方の、

持続し得る地域社会をどうつくり出していくかというのを大きく観点を持って進めら

れておりますので、そこへ十分対応し得るようなまちづくりでなかったら、何かこう、

外れたような、いつも、昔のような経過になるだろうと。ここはきちっと押さえてい

かないかんと。 

 それと、京都府はですね、京都府も正直なところ、山城地域総合、新山城地域の計

画もとより、これはもう、木津川右岸をどうするか、東部３町村どうするか、具体的

にその中に入ってくるわけですね。そういうものをどう入れていくかという、京都府

はやっぱり、これからのそういう問題を、やっぱり地域づくりは入れておられます。 

 それと、やっぱり計画ですので、やっぱり安心安全もありますし、健康な住民もあ
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りましょうし、そんなんも国も府も統一してるんです。そういったことが大きく変わ

っていくと思います。これは、２０４０問題という問題がありますので、それに向け

てのですね、問題課題をどうしていくかという取り組みに、これも国も府も挙げてお

ります。これは、少子高齢化の問題だと思いますね。そういう流れが国も府もありま

す。 

 それと、もう一つは、和束町も見据えなきゃならないことがある。今までと違う問

題のまちづくりであると。それは何かっていったら、トンネル絡んできますね。犬打

峠のトンネル化を見据えたまちづくりしていかないと、これはいかない。今のように

画一的にやってたら次の発展なんかいけない。だから、国の対応、府の対応を受けて

和束町の未来づくり、トンネル化を見据えた地域づくりをどう生かしていくかいうこ

とだと思います。総じて言うならば、和束町のまちづくりは、今まで経験していいと

ころは住民と共同して進めてまいりました。行政だけじゃない。住民の皆さんの共同

を入れて、参画を入れて進めてきたと。これ大きく、この今までの計画、今期の計画

で成功した分ですね。これやっぱり、これはこういうことを踏襲して、それにも、や

っぱりこういったことを踏まえて、住民の皆さんと共同して取り組むと、こういうふ

うに一体的な地域づくりを進めていくことは、私、基本だと思います。 

 あとは、いろいろ施策、細かいところを見定めてやらなきゃなりませんが、そうし

て私は、この一番問題は今流れておりますように、便利がよい、そして、都会がええ、

そして、いろんなことがいいということやなしに、農山村のこの地域力を生かした、

ここがこれからの健康で生きがい、生涯生きていく場所としてすばらしいと思っても

らえるような地域づくりをつくっていく、その総合計画がこれからの１０年だろうと

思います。そういう意味で、ちょっと私の今、思たことを申し上げただけでございま

すので、まとまりはないんですが、ちょっとそういう方向で感じていただいたらあり

がたいと思いますので、そういうことで答弁とさせていただきます。 

○委員長（吉田哲也君） 
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 ８番、竹内委員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 これから本当に社会情勢の変化っていうのが非常に大きく変わってくると思います。

そういった中で地域課題をどうしていくかっていうのが非常に大事なことであるとい

うふうに思っております。 

 私も、ちょっと、よその町は一体どんなふうにされてるのかっていうことをちょっ

と検索してみました。そういたしますと、やはり審議会だけではなくて子供たちにも

意見を述べてもらう、そういう場を持っておられます。和束にいたしましても、やは

り小学校、中学校、保育園、小学校や中学校は和束で育ちます。高校になると外へ行

きます。大学になるとますます和束から離れていってしまいます。ですから、やはり

この和束に愛着を持って、和束に帰ってこようと、和束で力を発揮していこうと、こ

ういう人材を育てていくことが非常に私は大事やなっていうふうに思ったんです。そ

れで、いろいろやってられるんですけども、やっぱり子供たちの声を聞いていく。そ

れから、イベントをして、そして、そこで楽しくみんなでパネルディスカッションを

しようと。そしてまた、ワークショップを開いていこう、そういう中で年代層の意見

を吸い上げていくという、そういうことをされてましたよね。私は非常にここは大事

やなあというふうに思ったんです。今までは、どうしても審議会の中で各委員さんか

ら出た意見、そして、またプロにお願いした意見、そういうことがまとめられて１０

年間の目標、指標となっていたわけであるというふうに理解しております。しかし、

そこにやはり未来の声を入れていくっていうことは、私は非常に大事だなというふう

に。これはまだ決まってもおりませんが、そういったところについて、町長、いかが

でしょうか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 
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 はい、お答えいたします。 

 今、竹内委員が言われたのは、ほんとに大事なとこだと思います。これから担って

いく子供たちがどのようにふるさとの町を考えてくれるか、そして、自分たちも参画

してくれる、これが大事だと思います。この辺は、今、よその例というふうに言われ

ましたが、そういう面に立ってですね、さっきの共同の一つじゃないですけども、今、

和束町の例で言えば、和束中学にふるさと教育ってやっていただいてる。そして、ふ

るさと教育の中にグループをつくって、和束町のまちづくりという提案をしていただ

くことになってる。そして、その提案を受けてですね、やっぱりいろいろと、まとめ

られたやつを私たち全部に発表してくれるんですね。そういうことをこれからも大事

にしていきたいな。和束に既にそういう教育委員会と中学校とですね、ふるさと教育

の中入れさせていただいております。 

 それと、もう一つは少年の主張大会とか、そういう場所で多くの中学生が、小学生

の高学年なりますが、それと中学生がですね、我が町のことについて、いろんな角度

から意見を挙げてくれてます。この辺のところを大事していくというのが大事だろう

と。これを今度、制度化という点はどうなるかちょっと難しいわけです。教育の、義

務教育の中では。だから、それを教育の中でもう少し入れて、ふるさと教育という観

点でつながります。その接点を大事にしながらこれからやっていくべきだろうと私は

思いますし、これからの教育会議というのは町長が招集してやるわけですから、その

辺のところをいっかい教育会議の議題としてもですね、入れて十分、和束町にも、こ

れからもさらに協議していきたいと、このように思います。その延長に総合計画の中

にどう位置づけるか、こういうことだと思いますので、ご理解のほどよろしくお願い

します。非常に大事な話だと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ８番、竹内委員。 

○８番（竹内きみ代君） 
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 次に、第２期のまち・ひと・しごと総合戦略でございますが、これも非常に人口の

動態が変化していきますので、難しいなというふうに思っております。そこで、第１

期のＫＰＩの報告もいただきましたが、この辺を踏まえて地方創生の担当課長として、

どのような計画といいますか、大体いつごろから策定に入られるのか、その辺の予定

ですね、ありましたら、第２期も踏まえてちょっと教えていただきたいと思います。 

○委員長（吉田哲也君） 

 地方創生担当課長。 

○地方創生担当課長（草水清美君） 

 ただいまのご質問の件でございますが、平成３０年度の実証をまずさせていただき

ます。これは、５月末で出納整理期間終了しますので、毎年６月中に有識者会議を持

たしていただきます。その後ですね、議会議員様のほうにもご審議いただきまして検

証していただく予定でおります。 

 新しい第２期の戦略につきましては、なるべく早くですね、予算が議決いただきま

したら動かさせていただきます。新しい新総合計画とあわせて進めていきたいと思い

ます。アンケートのほうも住民アンケートもさせていただきながら、また人口ビジョ

ン、当初は平成２７年度の国調が出る前の人口ビジョンでしたので、現在どうなって

いるか検証を踏まえまして、人口ビジョンの検証をしながら第２期の新しいまち・ひ

と・しごとの計画をさせていただくということで考えております。 

 あと、まち・ひと・しごとの第２期の現在の流れでございますが、国のほうでは、

第２期に向けた推進ということで未来技術でありましたり、先ほど竹内委員さんのほ

うからおっしゃっていただきました人材育成、それから、交流人口ではなくて、何度

も和束町に来ていただくような関係人口というものに注目されているような動きがご

ざいます。また、稼げる仕事と働き方、少子化対策、現世代活躍まちづくりというこ

とで新たな方針もつくられていることでございますので、国の動向に注視しながら和

束町も第２期のまち・ひと・しごとの戦略を早急に取りかかってまいりたいと思いま
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す。 

 以上でございます。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ８番、竹内委員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 前に向かって和束町は進んでいくという意味で、今までの総合計画は前半と後半に

わかれておりました。これからの１０年というのは、真ん中で５年、５年に切るので

はなくて、これは私の思いですが、ほんと３年ぐらいのスパンで考えていくほうがい

いんじゃないかというような思いもしております。そういった中で、この総合計画に、

このまち・ひと・しごと総合戦略を入れていくという、そういう両方が絡まったよう

な形の中で、３年ごとぐらいに計画を持っていただけたらいいんじゃないかなという

ふうに、これは私の意見ですが、それに対して一言だけ、町長、お願いいたします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 確かに、今ありますように、国の変化っていうのは非常に早いテンポで動いており

ます。先ほど、私、時間をいただいて、昼ですけども、和束へ、初めてですね、財務

省の主計官が視察に来られた。この主計官は国土交通省の予算を全部握っておられる

財務省、その方が和束に来られた。私の覚えでは初めてかなと、こんな思いでありま

す。国もそうして非常に地方に足を運んでですね、そして、いろんなことを吸い上げ

て、そして施策に生かそうとされております。こういう国の流れもですね、やっぱり

私は大いに期待をしたいと思います。今言われますように、もう、ゆっくりしてるよ

うな段階にはなくなりましたですね。早いことやる。だから、今言うように、社会も

変わってきてます。先ほど、関係人口までこう、広げられようとしてます。今までの
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過程は変わってきました。今までの過程というのは、同じ住民票、同じ屋敷の中に、

離れと母屋があったわけ。今は母屋は和束にあり、離れはどっかの市外、よそにある。

これ、ＳＮＳで家庭を築いておる。こういう時代に来ますから、もう、私のこれ主観

が入って申しわけないんですが、いわゆる分割法人でね、いろいろ法人税ってありま

したけども、分割住民税みたいなんこれから生まれてくるんじゃなかろうかなと、こ

んな思いをするテンポの速さがありますので、こんなテンポの早よ流れておるときに、

じっくり５年、１０年なんて言うてると時代おくれになると思います。やっぱり、そ

この流れは私たちは敏感につかみ取って、そして、対応していかないと社会は大きく

変わってるというのは実感しておりますので、私も、５年、１０年とやなし、もう早

いこと対応するテンポに、流れがありますので、そういった地域づくりをしていくこ

とが大事だと、このように思っております。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ３番、村山委員。 

○３番（村山一彦君） 

 建設事業課長にお聞きしたいと思います。下水道事業を始められて何年になるか、

ちょっとお答えいただきたいんですが。 

○委員長（吉田哲也君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 下水道事業につきましては、平成１２年から供用開始をしておりまして、その５年

前から工事は行っております。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ３番、村山委員。 

○３番（村山一彦君） 

 ざっと、そしたら２０年ということですね。今回のこの予算を見てますと、一般会
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計繰り入れとして１億４,４９４万円と。昨年度も１億５,１００万円が一般会計から

繰り入れされております。それは何に使われてると聞きますと、見ますと、償還金及

び利子割引料で今期も１億４,０００万円の返済に充てられるということです。 

 ところが、一番最後のページにありますように、平成３０年度末現在高見込額が１

８億３,４００万円。平成３１年度中に償還が１億４,０００万円で、起債が６,００

０万円ということになって、残高が１７億５,９００万円ということになっておりま

す。となると、今期だけで見てみますと、これで８,０００万円残高が減るわけなん

ですが、これから見てみますと、この残高を見ますと、まだ２０年はかかるというこ

とになりますね。となると、今の施設ももう老朽化してくるんじゃないかと思うんで

すが、その辺はどうお考えになってるか、ちょっとお聞きしたいんですが。 

○委員長（吉田哲也君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 村山委員ご指摘のとおりでございます。償還金を返し終わるのにはまだ数十年かか

るというのは、２０年かかるのは現状であります。今期の予算の特徴を若干説明させ

ていただきますと、昨年度までの平成３０年度の予算につきましては、基本的に維持

管理がメインの予算を組んできておりました。ことし、３１年度予算につきましては、

そこに新たに補助事業を乗せてきております。この補助事業につきましては、どうい

うことかといいますと、まさに長寿命化更新工事の予算でございます。特に計器類が

ほぼ耐用年数を超えてきておりますので、これを更新する中で、１日でも１年でも長

く設備を使っていこうというような考え方をしておりまして、予算がそのようになっ

ております。ただ、歳入で見ていただいたらわかりますように、歳入に対して歳出が

かなり大きな状況になる中で、なおかつ、まだ起債の返還というのが発生しておりま

すので、なかなか難しい運営を強いられているのは現状であります。 

○委員長（吉田哲也君） 
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 ３番、村山委員。 

○３番（村山一彦君） 

 下水道を入れていただいたので、環境的には河川等もきれいになったかと思います。

私も米つくってますけどね、生活排水が入らなくなったということは利点になってる

かと思います。ただ、今回でも使用料が、これ、３,０００万円ということで、この

辺から見てますとね、返済を求めるのはかなり苦しいんじゃないかと思います。それ

で、この事業は、町長の前のときに、もう計画なされてたと聞いてます。だから、多

少これは無理があったんじゃないかと思うんですけどね。その辺、町長、どのように

お考えなってるかお聞きしたいと思います。 

○委員長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい。これは、やっぱり環境問題で、この下水道問題というのは非常に和束町の重

要な問題と思います。下水道方式というのは、公共下水道と合併浄化槽、これ二つの

方式取ってる。ほんとは農業の集落の問題はある、そのほうは計画当初は入れておっ

たんですけども、今、主に合併浄化槽とこういう公共下水道と、これ２本立てで進め

ております。この辺のところ、今、起債の話出ましたですけども、これは、今、借っ

たからといって、その中で借るというだけやなしに、やっぱりこんだけおっきな投資

したもんですから、長く平準化してですね、そして、みんなに負担してもらうという

ことで、その６億の起債という話やけど４億ほど平準化のための起債を発行している

んですね。そういうことで今努力して、なるべくなら長くみんなで平準化していこう

と、こういう思いを持っております。だから、今、ご質問あるように、だから、高く

つくからやめとこうねという時代ではないと思います。ちょっと、全部合併浄化槽も

大変な話であります。これから先というのは、この合併浄化槽の域と公共下水道域と

いうのが非常に大事になってくると思います。このときに農業集落事業というのが農
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水省の関係が出てくるのかなと思います。これ、もう少し議論していかなきゃならな

いと思いますが、今のとこは、この２本立てでやっていこうということで、これは非

常に大事な事業ということで繰り入れてる。ただ、今回は計器があるいうのも、この

計器というところが１年持ったんか、１年もほっといてもどうやったんかいう、迷う

とこなんですが、やっぱりここで長寿命化という観点から、ことし入れさせてもらい

ました。 

 それと、もう一つはですね、下水道そのものをやっぱりやっていくことによって、

今言われたように、一つは所管課が努力していかな、これ、下水道やりますとですね、

やっぱり加入していただく方が５０％っていうことでやっていかないと、これ投資的

な問題があります。だから、５０％確保常にありますが、今、私も確認したら、５

０％超えておる。そやけど、それにもやれやれというやなしに、６０、７０として、

やっぱり加入していただいて、そして、その使用率を上げていくと、これを一つの私

どもの大事な話です。これから、そういう面にも力を入れながらやってまいりたいと、

このように思っておりますので、これは大事な問題ということでご理解をいただきた

いと思います。 

 以上です。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ３番、村山委員。 

○３番（村山一彦君） 

 最後に、それじゃあ、建設事業課長にお聞きしたいんですけど、使用料が３,００

０万円ということで、和束のこの使用料は、この近隣地区と比較して高いんでしょう

か、安いんでしょうか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 
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 はい、お答えいたします。 

 決して高くはないと思います。ちょっと今、手持ちに各市町村の使用料を持ってま

せんので何とも言えませんけども、決して高い状況で推移してるとは考えてません。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ５番、岡田委員。 

○５番（岡田泰正君） 

 先ほどとちょっとかぶるんですけども、竹内委員のほうから、３６ページの和束町

第２期まち・ひと・しごと総合戦略策定委託料ですか、これについて質問をされまし

て、私のほうからもちょっとそれについて私なりに質問をさせていただきたいと思い

ます。 

 この第１期につきましては、担当課長のほうからですね、ＫＰＩによる総合点検と

いうものもあわせて聞かせていただいて、その中で、やはり人口減少、それによるま

ちづくりというものが非常に大切であるというようなことをおっしゃっておられたよ

うに思うんですけれども、それについて検証したときとですね、現在を捉まえ、第２

次に総合的に策定をしていくに当たってですね、問題となるべきものは何なのか、そ

れについてお答えください。 

○委員長（吉田哲也君） 

 地方創生担当課長。 

○地方創生担当課長（草水清美君） 

 はい、ただいまのご質問の件でございます。課題となる件につきまして、やはり人

口問題、減少してるということです。移住定住というのはなかなかハードルが高くご

ざいますので、まずは第１期のほうの今のまち・ひと・しごとは交流人口ということ

で、町内の人と交流していこうという、そういう計画でございましたが、何度か和束

町に訪れてもらう機会をふやすという関係人口を持つということで、足を運んでもら

う回数をふやす、関係人口のほうに力を入れていって、和束町の魅力を発進しながら
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将来の移住定住につなげていくという方策もございます。もちろん、住宅の居住の関

係も和束町は改修の助成もつくりましたし、空き屋バンクとかっていうのも地域力推

進課のほうでしていただいておりますが、そういった方策、施策も踏まえまして、移

住定住も進めてまいりたいと思っております。 

 また、国のほうではですね、現在、東京２３区のほうで非常に人口が集中しており

ます。一極集中ということで、国のほうの動きの中では、何とか地方に人口を移した

いということで、２３区からの人口受け入れに係る施策というので、今、ちょうど進

められてるところでございます。全国各市町村に受け入れ態勢を整備してほしいとい

う、起業する支援でありましたり、人口を受け入れるような、そういう施策も進めら

れているところでございます。３１年度につきましては、そういう施策のほうにも手

を挙げていきたいと考えております。 

 また、関係人口につきましても、和束町の魅力を発進できるような、そういう、イ

ベントもそうですし、茶文化の発信もそうですし、いろんなところで活性化というの

をますます、こう、進めていきましてですね、国が進められようとしている関係人口

の拡大を進めるというのを中心にやっていこうと思います。 

 あとは、先ほど、竹内委員、岡田泰正委員のほうで言っておられましたように、定

住に向けた皆さんの、住民様の皆様のご意見を伺う機会をつくりまして、第１期と同

じように機会を設けまして、声を反映した中で戦略を立ててまいりたいと思っており

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ５番、岡田委員。 

○５番（岡田泰正君） 

 ありがとうございました。第１期、第２期と、次また第３期とあるんでしょうけど

も、やはり、第１期の中では基本的には、この町の憂いてるところあり、流れをつく
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っていこうとするところ、これは、第２期についてもですね、同じ流れの中でやはり

引き継いでいっていただきたいと思うんですね。やはり、一つの制作パッケージの一

つの中で進めていくべきものであろうと考えております。その中で、やはり、地方に

仕事をつくってですね、安心した雇用形態をつくるというのがまず１点あろうかと思

います。そして、それに伴って、和束町に新しい人の流れを呼び込んでくるというこ

とですね。それと、少子化問題捉まえるとですね、若い世代の結婚、出産、そして、

子育ての一つの流れをつくっていく。これは、やはり１期、２期、３期と問わずです

ね、一つの制作パッケージの中でこれから捉まえていってほしいと思うんですけれど

も、この点についてご答弁お願いしたいと思います。 

○委員長（吉田哲也君） 

 地方創生担当課長。 

○地方創生担当課長（草水清美君） 

 はい、ただいまのご質問の件でございますが、全くそのとおりでございまして、第

１期の流れを受け継ぎまして第２期もつくっていきたいと。それから、国のほうでは、

わくわく自然体験のパッケージというのも出ておりまして、この山村の生活を体験す

るという、そういったものも今出てきているところでございますので、人口増加に向

けたそういう戦略として、今までの事業を踏襲しながら、また新たな事業を展開する

ということで、戦略を作成してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ５番、岡田委員。 

○５番（岡田泰正君） 

 そして、やはりですね、これについて成果を重視する、アウトカムする、そういう

方向で捉まえていってほしいと思います。一つのことをやって終わったというんじゃ

なくして、やはり、その成果についてどのように検証していくのか、そんで、その経
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過に基づいて、次はどのように発展させていくのか、そういったこともですね、今度

のＫＰＩの中からちょっと報告をお願いしたいと、このように考えておりますので、

よろしくお願いをしたいと思います。 

 次にですね、同じページの移住促進住宅整備事業補助金、空家流動化促進事業補助

金というところなんですけども、これの補助対象者というものは、どういった方が対

象者になるのか教えていただけますか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 こちらの５４０万円の移住促進住宅整備事業補助金でございますが、和束町に住民

票を移された移住者、こちらがご自身が住まわれる空き家等を改修された際に、移住

促進特区である湯船区では１８０万円を上限に、それ以外の地域におきましては９０

万円を上限に助成するものでございます。 

 また、流動化促進事業補助金につきましては、今、移住促進特区である湯船区のみ

の適用になってございまして、今ある家財道具を処分する、または、そういう引っ越

しさすっていうことの対する助成制度でありまして、１件１０万円を上限を補助制度

をということで設けてございます。 

 以上です。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ５番、岡田委員。 

○５番（岡田泰正君） 

 そうするとですね、和束に移住をされたということで、そして、また、期間的に１

年たったと。そのときに、１年に経過してですね、この制度を受けられるということ

も可能なわけなんですか。あるいは、移住して１年未満の中でこの申請をしないと、
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この事業補助金は受けられないのか、そういった制度の規則というものはあるわけで

すか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 ちょっと、今、要綱のほうは持ち合わせておりませんので詳しいところはちょっと

差し控えさせていただきますけども、基本的には、移住時に、移住のしたときに申請

することになってございまして、基本的には、府の要綱というものに準用した形で運

用していくものでございまして、それが、移住後どこまでの期間が認められるかって

いうのは、もう一度ちょっと確認してからお答えさせていただきたいと思います。  

○委員長（吉田哲也君） 

 ５番、岡田委員。 

○５番（岡田泰正君） 

 この制度は、Ａさんっていう方が和束に来られて、そして、補助金を受けられた。

そして、また数年後によその他町村のほうに移住されるというようなこともあろうと

思うんですけども、やはり原則としては、１人１回限りの補助制度ということで理解

してよろしいんですか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 基本的には、恐らく補助金の適正化っていう面でも一定の何年以上の定住を義務づ

けるものになってあろうかと思いますので、もう一度その辺も確認してお答えさせて

いただきたいと思います。 
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○委員長（吉田哲也君） 

 ５番、岡田委員。 

○５番（岡田泰正君） 

 それでは、次の質問をさせていただきたいと思うんですけども、前もちょっと総務

課長さんにはご質問させていただいたんですけれども、４２ページなんですけども、

路線バスのＩＣカードの乗車券で８万３,０００円上げていただいております。これ、

免許証ですね、返還される、自主返納をされる方には非常に喜んでいただいてるわけ

なんですけども、ある方にちょっと聞きましたらですね、補助対象を受けられなかっ

たんだとおっしゃいました。免許証の更新期日が過ぎて、返しますわっておっしゃっ

て警察に行かれたわけなんですね。それはごもっとも、それはだめなことはわかって

るんですけども、その方は、これでも返すんだから、更新しないで返すんだから自主

返納を受けられるだろうというふうな解釈のもとで行かれて、ちょっと笑ってしまっ

て失礼なことになったんですけれども、そういったことの、やはり老人の方にですね、

広報をどのようにされてるのか、また、これからもうちょっとそれを徹底的にやって

いただけたら、そういうことじゃなくて、免許証の更新期間中に自主返納されて、そ

して、補助を受けられるというようなことが１００％でき得るような情報公開という

ものをしていただきたいなと思うんですけども、お考えをお伺いしたいと思います。 

○委員長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、岡田委員のご質問にお答えさせていただきます。 

 まず、３１年度予算ということで、８万３,０００円予算を組まさせていただいて

おります。１５人分ということで予算を上げさせてもらっておりますが、岡田委員お

っしゃるように、免許の更新を忘れたということでね、それについては自主返納に当

たらないということになります。ただ、みずからが高齢になり運転が自信がなくなっ
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たということで警察のほうに返納されまして、その証明を持ってこられた方に対して

ＩＣカードを発行させていただいてる制度でございますので、広報紙ですね、やはり

なかなかホームページっていうのは難しい部分がありますんで、広報紙の中に織り込

んで、やはり、年数回、１回じゃなしに数回、住民の方に周知できるような態勢、３

１年度取ってまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ５番、岡田委員。 

○５番（岡田泰正君） 

 年寄りの方ですので、そういうようなことについて十分ケアしていただくような形

で広報をひとつよろしくお願いしたいと思っております。 

 それから、その下のですね、防犯灯の件なんですけども、これについて３８５万円

という設置事業の補助金というの上げていただいておりますけれども、今はほとんど

ＬＥＤのほうに方向転換をされて補助金を出されてるということなんでしょうけども、

ＬＥＤに防犯灯変わった普及率というものがどういった進捗になっているのかお尋ね

させていただきます。 

○委員長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 まず、この交通安全灯・防犯灯設置維持管理事業につきましては、平成２９年度か

ら開始させていただいた事業でございます。平成３０年度で２年目を迎えます。ただ、

これまで一定の本数ですね、やはりそれぞれの区、相当本数がございますので、基準

を決めさせてもらいまして、例えば、区の管理５０本未満の場合につきましては５本、

１００本未満につきましては８本、１５０本未満の場合については１０本、１５０本

以上の場合は１２本という制度を設けております。実際、平成３０年度が２年目とい
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う形になりますんで、最大でついているところでも２０基程度のまだＬＥＤの防犯灯

がついていないという状況でございます。 

 さらに、３１年につきましては、同じような形で予算化をさせてもらいますが、や

はり数の多いところでありましたら、２００本以上の管理をしていただいてる区もご

ざいます。そういう計算でなりますと、１５年、１６年かかるんじゃないかというお

話になってくるんでしょうけども、最大限予算化要望いたしまして、早急に、早急っ

ていうか、早期に全ての防犯灯がですね、そのような形に変わるように努力はしてま

いりたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ５番、岡田委員。 

○５番（岡田泰正君） 

 それでは、次に５６ページをお願いしたいと思います。この中で、自殺対策の計画

策定業務委託料という欄があるわけなんですけども、確か、これについては平成２９

年の７月ぐらいですか、閣議決定、ガイドラインが閣議決定されたと思うんですけど

も、現在、この自殺については毎年、年間で日本全国で２万人を超える数字が記憶し

てるんですけども、和束町で、このような３４１万円、そして、５６２万１,０００

円という金額が上げられてるわけなんですけども、どういった形のものをつくろうと

されてるのかお聞かせいただけますか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 

 おっしゃりますとおり、岡田委員がおっしゃいますとおり、２９年に閣議決定され

まして、和束町としましては、３０年、３１年の２カ年で計画の策定をやっておると
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ころでございます。３０年につきましては、準備期間ということで、うちのほうの事

務のほうで準備させていただいて、本格的には３１年度、新年度の予算に今回盛り込

ませていただきまして計画してるところでございます。 

 今のところですね、国のほうで、一定、どういった計画をしていったほうがいいの

かというような指針のほういただいております。その中で、国のほうとしては、和束

町、地元に応じた形のものをつくってほしいというようにも言われてますのでですね、

人口規模で、例えば、東京の各区と和束町とで比べますと、人口比でも全然違います

のでね、多分対策なり計画に盛り込んでいく内容とかは変わっていくと思いますので、

これから、京都府、また、山城南保健所管内の各市町村と協議しながら、この地方に

合った計画を策定していこうというので今協議を、担当課長レベルで協議を今始めた

ところでございます。新年度に向けましては、委託業者ともまた相談した中でいきた

いと思いますので、ご理解いただきますようお願いいたします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 先ほど、町長、他の委員の質問に、大変スピード感のある対応が必要だと言われま

したね。５年、１０年じゃなく、１年が勝負だと、そういう気持ちで、ぜひ先ほどの

件も当たっていただきたいというふうに思うんですね。 

 それで、ちょっと別の件ですけども、先ほどと関連しますが、先ほど取り上げてお

られました移住促進の補助金の関係ですね。私、きのう、ホームページを見たときに、

確か、その条件ですね、それを使える条件として、確か、定住期間が１０年だったと

思うんですよ。１０年間そこで定住し、やっていくっていうものがある方というのが

多分、確か条件に一つあったんじゃないかと思うんですね。私、確かに、もちろん定

住していただきたいですからね、そういう、ほんとにここで地に足つけてやっていた

だく方にいてほしいとは思いますけど、ただ、ちょっと１０年って大変ハードルが高
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いんじゃないかっていうね、いきなり。いうのは、一つの印象としては思いました。 

 先ほど、地方創生担当課長が、移住について大変ハードルが高いという話をされて

ましたけども、そういった意味ではですね、やはり、もう少し移住者の立場に立ちな

がら、その辺のハードルを少し下げていくことも必要じゃないかとは思うんですが、

その辺はいかがですか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい。その１０年間の要件っていうものは、ちょっと私、今、その資料が持ち合わ

せなくて何とも言えないところなんですけども、基本的には、京都府の要綱というも

のが、まず一義的にはございます。その京都府の移住促進特区における補助金が受け

られるというものをベースというか、それと全く同じ内容でそれ以外の地域でも和束

町に移住する場合は、和束町が、本来、その特区で負担すべき半額分、これの補助が

出るっていうふうにしておりますので、基本的には、府の要綱のままでございます。

ですので、その期間に関しては、一定、府のほうで整理されたものでありますので、

それを使っていきたいというふうに考えております。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 そこはちょっと確認していただいて、その上で、より、やはり移住が進むようなで

すね、余りハードルを高くしてもなかなか、もう初めのとこでやめとこかみたいな話

になることもありますので、そこはぜひ、また確認してもらった上で検討いただきた

いというふうに思います。 

 それで、この移住促進補助金というのは、先ほど説明がありましたように、湯船で

あれば１８０万円、それ以外であれば９０万円というね、家を改修したりとか、そう
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いう形の補助金として使えるというふうなんですけども、例えば、いわゆるトイレを

水洗化するとかね、いうことも含めて使えますというふうに、この間、説明受けてた

と思うんです。それはそれでいいんですけども、そこでですね、建設事業課長なんで

すけども、やはり、先ほどの下水道の接続の問題で話になっておりましたけども、確

かに５０％を超えてというのはあったにしても、それでもまだ５０％しか接続してな

いと。やはり、それにはやっぱり大きな負担がかかってくると、工事するには１００

万円かかる場合もあるし、そういったことがネックになって、もうそれだったら今の

ままでくみ取りでいいじゃないかということで加入されないと。これは、気持ち的に

は大変私よくわかるんですね。実際にそういった点では、移住される方は、要は、そ

ういう補助金を使ってそういうこともできるのに、実際に住んでる方が、要は、下水

道につなぎたいと思ってもほとんど何もないと。ここをやっぱり変えないとね、やっ

ぱり移住者は移住者で大事にしたらいいですよ。だけど、やっぱり今住んでる方が、

ここで快適に環境で暮らしていきたいと思ってても、その負担がハードルになって加

入できない、接続できないと。ここに、前から言ってますけどね、ここにやっぱり、

例えば、年間に５件、例えば枠をつくってでもね、そういう補助を受けられますとい

うふうにしていかないと、なかなかそういう接続っていうのはね、言うのは簡単です

よ、町から、啓発だいうてね、これは環境をよくしますとかね、言って、ぜひ接続し

てくださいっていうのは幾らでも言えますけども、でも、実際負担されるのは住民な

んですね。ほんとに町がつないでほしいって思ってるんだったらね、やっぱりそれに

ふさわしい支援もしないと、なかなか次にはいかないと思うんですね。 

 それで、ちょっとその辺も含めてね、やっぱり検討していくときに来てるんじゃな

いかと思うんですけども、その辺いかがですか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 
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 はい、私のお答えできる範疇じゃなかなかないという判断をさせていただきます。

かなり政策的なことが入ってますので、私の範疇じゃないと。私が答えられるとすれ

ば、過去の事例と今後のことを含めて、今後どのようにあるかということは考えてい

くべきにはあるとは思います。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 町長、いかがですか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 先ほど、いろいろ個々に、いろいろな制度の中で移住促進を図っていくという観点、

そして、そのことによって地域住民がまた生活も高まるということ、こういうことも

あるのかなということは重々承知しております。そういう意味で、行政内容を広く含

めて、常に柔軟に考えていくという姿勢が大事だと思っておりますので、今も提案し

ていただいてる内容っていうのは、その中にも当然、そうであればやはり、和束に住

んでる者は受けられなくて入ってきたらできるのかというところの議論というのは、

やっぱりさらに深めていくというのが大事であると思っております。そういう意味で、

今１例ですけども、いろんな柔軟な対応、先ほどの移住促進、そして、和束町の生活、

魅力の感じられる生活というのはやっぱり考えていく必要があるという観点から、こ

れから十分そういった問題は問題として捉えていきたいと。 

○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 
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 やはり、定住促進といった場合に、もちろん外から入ってこられる方を定着してい

ただくっていうことはもちろん大事ですけども、やっぱり、今おられる方が出ていか

ないっていうかね、やっぱりそういう、ほんで、不便を感じるとか、そういうことを

やはりちゃんと手当てしていくっていうことがね、やっぱり中心に据えられないと本

末転倒になってくると思いますので、そこはぜひ検討いただきたいと思います。  

 それと、９０ページですね、いわゆる観光費の中で、ゴルフカートの車両が２６０

万円で購入するっていうことだと思うんですけども、上がっております。これ確認な

んですけども、これは、前に１度買われてるんじゃないかとは思うんですけども、そ

れは追加ということなのかっていうことと、それから、これを買うための財源ってい

うのは、結局、一般財源なのかどうかですね、その辺ちょっと財源の出所だけ説明お

願いします。 

○委員長（吉田哲也君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 このゴルフカートにつきましては、もう１台追加で合計２台の態勢で運行したいと

いうふうに考えております。 

 財源につきましては、今のところ、一般財源のほうで考えておるんですけども、国

のほうでグリーンスローモビリティーの導入助成というものがございまして、２分の

１補助というものがあるんですけども、こちらの募集が６月以降になるというふうに

伺っておりますが、和束町のほうで、内々での内定という形ではいただいておるとこ

ろでございますので、今は一般財源のみで。 

 済みません、一番上です、ごめんなさい。１３９万９,０００円、８９ページの国

のグリーンスローモビリティー導入実証事業補助金、こちらのほうで財源のほうが入

ってるという状況でございます。２分の１でございます。 
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○委員長（吉田哲也君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 このグリーンスローモビリティーですか、いうものの導入実証事業っていうことで

補助金が入ってて、大体半分ぐらいの補助があると。あとは一般財源ということだと

思うんですけども、いずれにしましてもね、ちょっとほんとに、多分これは観光費で

すから、観光客の方が茶畑景観等を周遊するときにもう１台つくって、より利便性を

高くして回転も早くしてっていうことのための車両を２６０万円かけて購入するとい

うことだと思うんですね。それはそれで、観光客の立場に立てば大変ありがたい話だ

と思いますし、それ自身は仕方ないといったら変ですけどね、あると思うんですけど

ね。 

 ただ、私、そういうことを考えますとね、ほんとにまた思うんですよ。そういうこ

とには２６０万円使えるわけですよね。半分の１３０万円でも使えるわけですね、町

長。それ、なぜ、ああいう高校生の足のね、あれには一つもこう、思い切れないのか

っていうのがね、ほんとに本末転倒だと思ってるんです。２６０万円もあったらでき

ると思うんですよ、拡充っていうのはね。そういう意味では、ほんとに、さっき言わ

れたように、こういうことはほんとに早いですよね、対応が。ここにね、今のやはり

町のまちづくりのね、ちょっとこう、ずれたとこがあるんじゃないかと思うんですね。

といいますのは、この間、ある新聞でも特集されておりましたけども、やはり、今、

観光観光いってて、安倍政権がね、あおっていく中で、ほんとに地方創生イコール観

光みたいなことでなっていてね、それによって、いわゆる観光公害とまでいうような

ことまで起こってきて、ほんとに観光客が押し寄せてくるけれども、そこに住んでる

方の生活がどんどんと脅かされていってるっていうね、そういう特集がありました。

それは、もちろん和束町でどうだっていうことはまた違う面がありますから一概に言

えませんけども、ただ、やはり、こういう一つ一つのところでね、やはり住民ファー
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ストになってるのかどうかいうのがですね、大変これを見ても思うわけです。  

 そこで、総務課長にお聞きしたいんですけど、これちょっと委員会で言いましたけ

ども、もう一度確認だけしときたいんですが、いつぞやの新聞報道で、いわゆるこの

ゴルフカートを、いわゆる住民の足としても活用していくみたいな報道がありました。

先日の委員会でも、そのことは否定されてなかったと思うんですね。しかし、本当に

これを公共交通の手段として住民の方に利用していただくっていう方向性をこの３１

年度にほんとに持っていられるのか、ほんとにこれ具体化されようとしているのかで

すね、もしされようとしてるんだったら、ちょっと、もう少し詳しく説明いただけま

すか。 

○委員長（吉田哲也君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、岡本委員のご質問にお答えさせていただきます。 

 まず、現在、総務課と地域力推進課のほうで検討しておりますのが、このゴルフカ

ートも含めた地域公共交通、２次交通の部分で充実が図れないかということで検討し

ております。実際、来週の月曜日になりますが、地域公共交通会議の準備会というこ

とで、陸運局、関係機関寄せまして、一定、和束町の課題、岡本委員がおっしゃるよ

うに、地域の足をどう確保していくのかという検討をさせていただきたいというふう

に考えております。 

 その会議を受けまして、一定、課題、和束町の方向性を見据えながらですね、平成

３１年度の早い時期に地域公共交通会議を開催いたしまして、和束町の中で自家用有

償運送も含めた地域に認定できないかということで進めてまいりたいと思っておりま

す。 

 また、使用台数につきましても、ゴルフカート２台以外に、やはり一定の車両は必

要だというふうに考えておりますので、６月補正以降に予算化のほうを図っていきた
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いというふうに考えているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（吉田哲也君） 

 質疑の途中ではありますが、本日の予算特別委員会はこれくらいにとどめ、延会し

たいと思います。 

 なお、次回の予算特別委員会は、あす午前９時３０分より本議場で開催いたします

ので、ご参集願います。 

 本日はご苦労さまでした。 

 なお、議長から報告があり、この後、午後４時５分から議員全員協議会を開催され

ますので、議員の皆さんは委員会室にご参集お願いいたします。 

午後 ４時００分 延会 
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        平成 ３１ 年 ３ 月 ２９ 日 
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